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69 戦前H本における個人後援会の形成と展開

戦
前
日
本
に
お
け
る
個
人
後
援
会
の
形
成
と
展
開

ー
愛
知
県
選
出
代
議
士
加
藤
鎗
五
郎
を
事
例
に
1

大
正
初
年
頃
か
ら
、
政
治
家
の
名
を
冠
し
た
団
体
が
設
立
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
最
も
著
名
な
の
は
、

大
正
三
年
(
-
九
一
四
）
に
結
成
さ
れ
た
「
大
隈
伯
後
援
会
」
（
大
隈
重
信
）
で
あ
ろ
う
。
同
会
は
第
二
次
大
隈
重
伯
内
閣
の
後
援
組
織
と

し
て
、
第
一
―
一
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
の
大
隈
系
与
党
の
勝
利
に
大
き
く
寄
与
し
た
。
ま
た
、
大
正
一
―
年
に
は
「
木
棠
会
」
（
大
養
毅
）
、

同
四
年
に
は
「
四
万
土
呈
会
」
（
尾
崎
行
雄
）
が
設
立
さ
れ
た
。
や
や
下
っ
て
大
正
一
四
年
に
は
「
床
次
会
」
（
床
次
竹
一
一
郎
）
、
同
一
五
年
に
は

「
若
槻
会
」
（
若
槻
礼
次
郎
）
も
設
立
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
諸
団
体
は
、
政
治
家
の
人
格
・
思
想
に
学
ぶ
修
養
団
体
で
あ
っ
た
り
、
選

挙
区
で
集
票
組
織
と
し
て
の
機
能
を
呆
た
し
た
り
、
は
た
ま
た
名
を
冠
し
た
政
治
家
が
率
い
る
党
派
の
後
援
組
織
と
し
て
の
性
格
を
有
す

る
も
の
な
ど
様
々
で
あ
る
。
と
は
い
え
、

者
で
あ
る
な
ど
、
全
国
レ
ベ
ル
の
知
名
度
を
有
し
た
政
治
家
を
中
心
に
組
織
さ
れ
た
団
体
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
。

末
期
に
な
る
と
知
名
度
を
有
す
る
政
治
家
に
限
ら
ず
、
政
治
家
の
名
を
冠
し
た
選
挙
区
レ
ベ
ル
の
個
人
後
援
会
（
以
下
、
単
に
後
援
会
と

記
す
）
的
組
織
が
、
大
正
後
期
か
ら
著
し
く
進
ん
だ
都
市
化
・
大
衆
社
会
化
、
そ
し
て
中
選
挙
区
制
の
導
入
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
る
よ
う

は
じ
め
に

い
ず
れ
も
団
体
の
設
立
時
点
に
お
い
て
、
す
で
に
中
央
政
界
に
お
い
て
党
首
級
か
、
閣
僚
経
験

一
方
で
、
大
正

手

塚

雄

太
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つ
い
て
は
充
分
に
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
3

が
功
利
性
を
重
視
す
る
「
利
益
の
シ
ス
テ
ム
」

へ
と
変
化
し
て
い
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

（
大
分
県

l" 

に
な
っ
た
こ
と
が
上
山
和
雄
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
し

さ
て
、
蒲
島
郁
夫
・
山
田
真
裕
は
選
学
期
間
中
の
運
動
組
織
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
候
補
者
と
支
持
者
と
の
間
の
様
々
な
利
益
媒
介

機
能
を
恒
常
的
に
果
た
す
後
援
会
は
「
政
治
シ
ス
テ
ム
と
社
会
と
の
間
の
結
節
点
の
一
っ
」
で
あ
り
、
日
本
の
選
挙
政
治
を
特
徴
づ
け
る

も
の
と
す
る
。
後
援
会
は
利
益
媒
介
機
能
を
呆
た
す
と
と
も
に
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
会
員
の
陳
情
処
理
な
ど
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
会
員
の
結
束
を
は
か
り
、
特
定
候
補
者
の
当
選
を
果
た
す
た
め
の
「
地
盤
」
と
な
る
。
こ
れ
ま
で
も
多
く
の
後
援
会
研
究
が
積
み

『
代
議
＋
の

重
ね
ら
れ
て
き
た
が
、
著
名
な
研
究
と
し
て
は
佐
藤
文
生

誕
生
』
が
あ
る
。
ま
た
、
橋
本
登
芙
一
二
郎
（
茨
城
県
）
の
後
援
会
直
湖
会
、
及
び
そ
の
政
治
的
後
継
者
で
あ
る
額
賀
福
志
郎
の
福
志
会
に

つ
い
て
検
討
し
た
山
田
真
裕
の
研
究
も
あ
る
。
山
田
は
西
湖
会
の
形
成
か
ら
展
閉
、
額
賀
へ
の
継
承
に
至
る
過
程
を
検
討
し
、
西
湖
会
が

地
域
的
な
い
し
惟
代
的
連
帝
に
某
づ
い
て
橋
本
を
担
い
だ
「
連
幣
の
シ
ス
テ
ム
」
か
ら
、
橋
本
が
当
選
を
重
ね
る
毎
に
成
熟
し
、
後
援
会

戦
前
期
の
後
援
会
に
関
す
る
研
究
と
し
て
は
、
櫻
井
良
樹
が
東
以

rhll市
域
に
お
い
て
、
市
制
施
行
当
初
か
ら
地
域
政
治
を
担
っ
た

「
公
民
団
体
」
が
一
九
二

0
年
代
に
徐
々
に
政
党
系
列
化
し
、
最
終
的
に
は
後
援
会
化
し
て
い
く
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
戦
後
後
援
会
の
研
究
に
比
す
れ
ば
、
戦
前
期
に
お
け
る
後
援
会
の
研
究
は
本
格
的
に
は
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
後
援
会
の
存
在
が

ま
さ
に
日
本
政
治
の
特
色
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
後
援
会
に
関
す
る
研
究
の
菫
要
性
は
論
を
待
た
な
い
が
、
そ
の
歴
史
的
な
経
緯
に

そ
こ
で
本
論
は
、
愛
知
県
選
出
代
議
士
加
藤
鐙
五
郎
が
大
正
初
期
に
政
界
に
進
出
し
、
昭
和
戦
前
期
に
か
け
て
自
ら
の
後
援
会
を
形
成

し
て
支
持
基
盤
を
築
い
て
い
く
過
程
に
つ
い
て
、
加
藤
の
後
援
会
「
五
月
会
」
（
以
下
括
弧
略
）
の
形
成
・
展
開
過
程
を
検
討
す
る
。
本
論

は
加
藤
と
五
月
会
を
事
例
に
、

H
本
の
政
治
的
特
色
で
あ
る
後
援
会
の
歴
史
的
淵
源
を
探
る
も
の
で
あ
る
。

の
選
裕
運
動
に
密
沿
し
た
ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
カ
ー
チ
ス
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選
別
し
、

し
政
友
会
政
第
に
共
嗚
同
志
の
団
詰
地
盤
の
拡
張
を
目
的
と
す
」
（
小
樽
公
正
会
）
と
い
う
特
定
候
補
者
の
応
援
を
目
的
と
し
な
い
団
休
は

算
入
さ
れ
ず
、
「
東
武
を
政
治
的
に
後
援
し
併
せ
て
高
説
を
間
き
指
導
を
受
け
た
る
も
の
と
す
」
（
牧
堂
会
、
牧
堂
は
東
武
の
号
）
と
い
っ

た
特
定
候
補
者
の
後
援
団
体
で
あ
る
こ
と
が
明
確
な
団
休
が
算
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
各
道
府
県
で
の
調
査
段
階
に
お
け
る

「
後
援
団
体
」
認
識
に
は
地
域
差
が
あ
る
一
方
で
、
情
報
を
集
計
し
た
警
保
屈
で
は
特
定
候
補
を
支
援
す
る
団
体
を
「
後
援
団
体
」
と
し
て

一
覧
表
に
算
入
し
た
と
拙
測
さ
れ
る
。
地
域
毎
の
ば
ら
つ
き
は
台
め
な
い
が
、
本
史
料
か
ら
後
援
会
の
大
ま
か
な
全
国
的
分
布

団
体
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、

わ
ら
ず
、

第
＿
章

昭
和
初
年
に
お
け
る
後
援
会
の
全
国
的
分
布

一
月
現
在
）
に
は
、
道
府
県
毎
に
代
議
士
・
県
議
・
市
議
や

な
お
、
加
藤
を
対
象
と
す
る
理
由
の
第
一
は
、
名
古
屋
大
学
大
学
文
書
資
料
寮
寄
託
の
「
加
藤
鍬
五
郎
関
係
資
料
」
に
五
月
会
の
機
関

紙
が
現
存
し
て
い
る
ほ
か
、
愛
知
県
公
文
書
館
寄
託
「
加
藤
鐙
五
郎
関
係
資
料
」
に
も
関
連
史
料
が
あ
る
こ
と
、
第
一
一
は
、
後
述
す
る
よ

う
に
、
愛
知
県
は
全
国
で
も
後
援
会
に
よ
る
政
治
活
動
が
活
発
だ
っ
た
と
拙
測
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。

事
例
分
析
を
行
う
前
に
、
戦
前
期
に
お
け
る
後
援
会
の
全
国
的
分
布
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
。
昭
和
二
年
―
二
月
に
内
務
省
警
保
局

保
安
係
が
作
成
し
た
「
政
党
貝
其
の
他
有
志
者
後
援
団
体
調
」
（
昭
和
一
一
年
一

そ
の
候
補
者
の
後
援
団
体
に
つ
い
て
、
党
派
・
目
的
・
推
薦
者
名
・
創
立
年
月

H
・
創
立
時
会
員
数
・
昭
和
三
年
一
一
月
会
員
数
・
地
域
等

が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
調
木
且
を
も
と
に
会
員
数
・
団
体
数
・
被
後
援
者
数
を
集
計
し
た
一
覧
表
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。

本
史
料
が
認
識
す
る
「
後
援
団
休
」
の
性
格
は
史
料
上
に
明
ぷ
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
道
府
県
毎
の
欄
に
団
体
名
が
あ
る
に
も
関

一
覧
表
に
算
入
さ
れ
て
い
な
い
団
体
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
性
格
を
窺
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
例
え
ば
北
海
道
で
は
五
三

一
覧
表
上
に
は
五
団
体
と
記
さ
れ
て
い
る
し
個
別
の
団
体
を
み
る
と
「
自
派
の
主
義
主
張
を
市
政
上
に
実
現
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表 1 後援団体会員数・
団体数・被後援者

数上位10位

会員数

順位 道府県名 会員数

1 大阪 41,481 

2 愛知 39,684 

3 島根 22,552 

4 山口 17,890 

5 群馬 17,092 

6 茨城 15,481 

7 三重 14,377 

8 高知 13,841 ， 新潟 9,727 

10 東京 7,502 

後援団体数

上位10位

上位10位

順位 道府県名 団体数

1 愛知 53 

2 茨城 43 

3 大阪 34 

4 山口 25 

5 三菫 24 

6 群馬 18 

7 高知 11 

8 束点 11 ， 静岡 11 

10 成都 ， 
被後援者数 上位10位

順位 道府県名 被後援者数

1 愛知 30 
2 大阪 24 

3 東京 11 

4 静岡 7 

5 新潟 7 
6 愛媛 7 

7 三重 6 

8 京都 6 ， 茨城 5 

10 群馬 5 

※内務省警保局保安課「政党員

其の他有志者後援団体一覧

表」より

五
郎
の
後
援
団
体
五
月
会
で
あ
っ
た
。

を
把
握
で
き
る
。

一
覧
表
に
よ
れ
ば
、
全
国
で
三
一
二
四
の
後
援
団
体
が
存
在
し
、
後
援
団
休
会
員
数
は
二
四
九
，
ご
一
七
二
名
、
後
援
団
体
か
ら
の
支
持
を

受
け
て
い
る
被
後
援
者
数
は
一
七

0
名
に
上
っ
て
い
る
。
統
計
表
か
ら
、
会
員
数
・
団
体
数
・
被
後
援
者
数
の
上
位
一

0
位
の
道
府
県
を

記
し
た
の
が
表
l
で
あ
る
。
会
員
数
・
団
体
数
・
被
後
援
者
数
の
す
べ
て
で
卜
位
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
大
阪
（
会
員
数
一
位
、
団
体
数

『
一
位
、
被
後
援
者
数
二
位
）
、
愛
知
（
会
員
数
二
位
、
団
体
数
一
位
、
被
後
援
者
数
一
位
）

の
一
一
府
県
で
あ
る
。
昭
和
初
年
の
大
阪
府
と
愛

知
県
に
お
い
て
、
個
人
後
援
会
的
な
団
体
が
多
数
存
在
し
て
い
た
、
も
し
く
は
両
府
県
に
お
い
て
、
新
し
い
政
治
勢
力
と
し
て
認
識
さ
れ

て
い
た
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
愛
知
県
に
お
い
て
、
も
っ
と
も
早
く
組
織
さ
れ
た
の
が
、
大
正
九
年
五
月
に
結
成
さ
れ
た
加
藤
錬
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加
藤
と
五
月
会
の
検
討
に
人
る
前
に
、
加
藤
の
略
歴
を
簡
単
に
み
て
お
く
。
加
藤
は
明
治
ニ
ハ
年
(
-
八
八
―
―
-
)
、
愛
知
県
東
春
日
井
郡

水
野
村
（
現
瀬
戸
市
）
に
、
陶
両
エ
・
加
藤
九
蔵
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
瀬
戸
町
立
陶
原
尋
常
小
学
校
、
同
高
等
小
学
校
を
経
て
瀬

戸
陶
器
学
校
に
人
学
し
た
が
中
退
し
、
愛
知
医
学
校
（
明
治
一
二
六
年
に
愛
知
県
立
医
学
専
門
学
校
と
な
る
、
現
在
の
名
古
屋
大
学
医
学
部
）

へ
転
じ
た
。
在
学
巾
に
は
詞
校
の
同
窓
会
雑
誌
の
編
集
を
頼
ま
れ
「
日
大
天
」
の
名
で
筆
を
揮
っ
て
い
る
。
三
八
年
に
卒
業
後
は
岐
阜
県
立

病
院
、
津
島
済
生
病
院
長
を
経
て
、

四
一
年
に
名
古
屋
市
で
内
科
医
院
を
閲
業
し
た
。
幼
い
こ
ろ
か
ら
政
治
へ
の
関
心
を
有
し
て
い
た
加

藤
は
、
医
師
と
な
っ
た
後
も
論
説
を
発
表
し
、
愛
知
県
の
有
力
紙
で
非
政
友
会
系
地
方
紙
『
名
古
屋
新
聞
」

に
同
紙
の
論
説
を
執
筆
す
る
よ
う
に
な
り
、
開
業
医
を
営
む
傍
ら
で
記
事
を
執
筆
し
た
と
い
う
。

大
正
一
一
年
(
-
九
一
三
）
、
名
古
屋
市
会
議
員
選
挙
に
一
二
級
か
ら
出
馬
し
消
選
、
以
後
昭
和
四
年
(
-
九
二
九
）
ま
で
市
議
会
に
議
席
を

(15) 

有
し
た
。
名
占
屋
市
会
選
出
馬
の
際
に
名
古
屋
新
聞
社
社
長
で
名
古
屋
市
議
の
小
山
松
か
（
後
衆
議
院
議
員
）
と
衝
突
し
て
以
降
は
、
『
名

古
屋
新
間
』
と
賄
ぶ
愛
知
県
の
有
力
紙
で
政
友
会
系
地
方
紙
『
新
愛
知
』

の
客
員
に
な
る
と
と
も
に
、
新
愛
知
新
聞
社
杜
長
大
島
宇
吉
の

後
援
を
得
、
名
古
屋
に
お
け
る
政
友
系
議
員
と
し
て
当
選
を
重
ね
る
。
ま
た
、
大
正
四
年
に
は
愛
知
県
会
議
員
と
な
り
連
続
四
期
当
選
を

果
た
し
た
。
そ
の
後
、
大
正
九
年
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
名
古
屋
市
を
選
挙
区
と
す
る
愛
知
県
第
一
区
か
ら
無
所
属
で
出
馬
し
た
が
次

点
で
落
選
し
、
大
正
一
―
-
．
年
の
総
選
挙
で
政
友
本
党
か
ら
出
馬
し
初
当
選
す
る
し

加
藤
錬
五
郎
の
略
歴

第
二
章
加
藤
の
名
古
屋
政
界
進
出
と
支
持
基
盤

の
懸
賞
論
文
へ
の
投
稿
を
機

国
政
に
転
じ
た
後
は
、
政
友
本
党
を
経
て
政
友
会
へ
入
党
、
犬
養
毅
内
閣
で
商
T
参
与
官
、
米
内
光
政
内
閣
で
商
工
政
務
次
官
と
な
る
。

戦
前
期
に
お
い
て
は
、
憲
政
会
ー
民
政
党
の
小
山
松
寿
と
詑
び
称
さ
れ
る
愛
知
県
政
友
派
の
中
心
的
人
物
で
あ
っ
た
。
昭
和
一
四
年
の
政
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の
よ
う
に
加
藤
の
経
歴
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

に
お
け
る
政
治
熱
の
高
ま
り
の
中
心
に
新
聞
記
者
の
集
団
が
い
た
こ
と
が
わ
か
る
c-

一
五
年
の
政
党
解
梢
後
は
拠
賛
議
員
同
盟
・
洲
賛
政
治
会
・
大
日
本
政
治
会
に
属
し
た
。
戦
後
、

公
職
追
放
と
な
る
が
、
追
放
解
除
後
は
第
五
次
吉
田
内
閣
で
同
務
大
臣
・
法
務
大
臣
を
、
昭
和
二
三
年
か
ら
口
五
年
に
は
衆
議
院
議
長
も

務
め
た
。
昭
和
一
ご
八
年
に
政
界
を
引
退
し
四
五
年
に
八
七
歳
で
没
し
た
。

加
藤
が
政
界
へ
と
初
進
出
し
た
の
は
、
大
正
二
年
一

0
月
の
名
古
屋
市
会
議
員
選
裕
へ
出
馬
し
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
加
藤
が
選
挙
に

出
馬
し
た
当
時
の
名
古
屋
市
政
に
つ
い
て
、
以
下
簡
単
に
確
認
し
て
お
く
。

明
治
三
五
年
か
ら
大
正
初
年
に
か
け
て
の
名
古
屋
市
政
は
、
愛
知
県
知
巾
深
野
一
：
一
、
名
古
尻
巾
長
加
藤
重
三
郎
、
名
占
屋
商
上
会
議

所
会
頭
奥
田
正
香
の
「
て
角
同
盟
」
の
影
響
下
に
あ
っ
た
。
し
か
し
大
正
几
年
に
は
深
野
が
退
任
し
、
一
年
年
に
は
県
政
財
界
の
汚
職
が
連

続
し
て
摘
発
さ
れ
た
う
え
に
、
遊
郭
移
転
問
題
を
め
ぐ
る
疑
獄
事
件
に
よ
り
「
三
角
川
盟
」
を
構
成
し
た
三
名
が
起
訴
さ
れ
る
に
至
り
、

彼
ら
の
市
政
支
配
は
終
焉
し
た
。
一
方
、
大
正
元
年
の
第
一
次
護
憲
運
動
に
よ
り
名
古
屋
で
も
政
友
会
・
国
民
党
に
よ
る
憲
政
擁
護
大
会
、

新
聞
記
者
に
よ
る
記
者
大
会
が
開
か
れ
る
な
ど
政
治
熱
は
高
ま
っ
て
い
た
。
じ
記
の
疑
紘
れ
件
は
、
高
ま
っ
た
政
治
熱
が
流
れ
込
む
格
好

の
は
け
口
と
も
な
っ
た
Q

ま
た
、
翌
大
正
三
年
の
シ
ー
メ
ン
ス
事
件
の
後
に
は
在
名
出
者
団
が
海
軍
廊
消
演
説
会
を
開
く
な
ど
、
名
古
屋

加
藤
の
政
界
進
出
も
、
こ
の
よ
う
な
政
治
的
背
景
と
新
聞
記
者
等
の
後
援
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
出
馬
当
時
の
新
聞
記
事
に
は
、
次

名
古
屋
市
会
議
員
三
級
候
補
者
加
藤
鍬
五
郎
君
は
、
明
治
三
十
八
年
優
良
の
成
禎
を
以
て
愛
知
医
学
専
門
学
校
を
出
で
地
方
病
院
長

の
職
を
拠
ち
て
喝
市
に
来
り
し
は
約
六
年
前
に
て
、
頗
る
先
輩
の
嘱
目
す
る
所
と
な
り
独
り
伺
業
者
間
に
重
ん
ぜ
ら
る
、
の
み
な
ら

名
古
屋
市
議
•
愛
知
県
議
時
代
の
加
藤
と
支
持
基
盤

友
会
分
裂
時
は
中
島
知
久
平
派
に
属
し
、



75 戦前日本における個人後援会の形成と展開

汀
越
南
（
新
愛
知
）
、
阪
野
呑
洋
（
新
愛
知
）
、
恒
川
舷

ず
、
君
が
得
意
の
論
文
と
雄
弁
と
は
更
に
君
の
名
を
し
て
大
な
ら
し
め
た
り
C

昨
年
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
際
し
蔵
内
正
太
郎
君
を

援
け
、
熱
弁
を
振
ふ
て
転
戦
會
闘
し
た
る
等
義
気
に
富
み
、
然
も
資
性
温
厚
品
性
高
潔
身
を
持
す
る

7
極
め
て
謹
厳
に
て
、
天
性
政

治
に
趣
味
を
有
し
昨
秋
名
古
屋
詞
志
会
を
組
織
し
、
現
に
そ
の
幹
巾
た
り
。
社
は
弔
に
此
方
面
に
於
て
重
ん
ぜ
ら
る
、
の
み
な
ら
ず
、

清
話
会
員
中
籍
鉗
た
る
一
貝
に
し
て
現
に
其
幹
事
た
り
。
今
や
君
詞
志
の
擁
す
る
所
と
な
り
、
市
政
刷
新
の
大
旗
轍
を
翻
し
て
其
政

見
を
各
所
に
発
表
し
つ
:
あ
り
。
想
ふ
に
君
の
人
格
、
意
気
、
識
見
、
抱
負
は
社
を
し
て
最
も
有
為
多
望
、
高
潔
醇
良
な
る
候
補
者

の
一
人
た
ら
し
む
る
や
明
か
な
り
、
君
齢
漸
く
三
十
一

こ
の
出
述
か
ら
、
加
藤
が
名
古
屋
で
開
業
し
た
医
師
の
な
か
で
「
同
業
者
間
に
重
ん
ぜ
ら
」
れ
る
と
と
も
に
、
雄
弁
家
と
し
て
名
を
知

ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
文
中
に
名
の
あ
る
蔵
内
正
太
郎
は
早
稲

IH大
学
卒
業
後
、
名
占
屋
新
聞
客
員
や
時
事
新
報
名
古
屋
通

信
員
を
務
め
た
人
物
で
、
明
治
四
五
年
及
び
大
正
四
年
の
総
選
学
に
立
候
補
し
、
大
正
四
年
の
選
挙
で
は
大
隈
内
閣
与
党
の
中
正
会
か
ら

出
馬
し
た
（
い
ず
れ
も
落
選
）
。
加
藤
と
小
林
清
作
（
愛
知
淑
徳
女
学
校
長
、
現
愛
知
淑
徳
学
圏
創
設
者
）
は
、
政
界
革
新
・
議
会
廓
清
を

熱
烈
に
主
張
す
る
蔵
内
を
支
援
し
て
い
た
。
加
藤
が
幹
事
を
務
め
た
名
占
犀
同
ふ
会
は
、
蔵
内
、
龍
池
滴
露
（
名
古
屋
日
報
）
、
青
柳
有
美

（
扶
桑
新
聞
）
、
鈴
木
清
節
（
大
阪
毎
日
新
間
）
、
志
水
代
次
郎
（
新
愛
知
）
、
手
島
益
雄
（
日
本
電
報
通
信
）
、
島
碩
南
（
東
海
新
聞
）
、
堀

（
名
占
屋
日
日
新
聞
）
、
小
林
清
作
、
竹
内
禅
担
（
女
子
高
等
工
芸
学
校
長
）
、

中
根
栄
（
新
愛
知
）
と
い
っ
た
新
聞
記
者
を
中
心
と
す
る
会
で
あ
る
C

先
の
記
事
か
ら
は
、
加
藤
も
明
治
末
か
ら
大
正
初
期
に
お
い
て
高

ま
る
政
治
熱
の
渦
中
の
な
か
に
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
人
々
か
ら
推
さ
れ
て
市
会
選
に
出
馬
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。

次
に
見
る
の
は
加
藤
の
立
候
袖
宣
言
の
冒
頭
を
抜
粋
し
た
も
の
で
あ
る
。

〔
前
略
〕
鐙
五
郎
政
界
の
腐
敗
を
慨
す
る
事
久
し
、
夙
に
挺
身
革
新
の
先
駆
た
ら
ん
を
期
す
窃
か
に
息
ふ
、
政
界
革
新
の
一
大
急
務
は

選
学
権
の
行
使
を
し
て
神
即
主
な
ら
し
む
る
に
あ
り
、
殊
に
我
名
古
屋
巾
の
如
き
に
あ
り
て
は
、
情
実
と
骨
縁
、
権
勢
と
金
力
に
対
抗
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鍬
五
郎
は
此
意
義
に
於
て
、
昨
春
同
志
と
共
に
諏
起
、
蔵
内
正
太
郎
打
を
援
け
て
、
赤
手
空
拳
鹿
を
中
原
に
争
ひ
た
り
き
、
之
れ

区
々
友
の
当
選
を
欲
す
る
私
情
に
非
ず
し
て
、
実
に
選
挙
廊
清
の
警
鈍
た
ら
ん
と
し
た
り
し
也
。

門
時
鍬
五
郎
は
各
所
に
言
へ
り
、
之
れ
名
は
政
談
演
説
と
雖
も
道
徳
に
於
て
は
正
義
、
教
育
に
於
て
は
立
憲
思
想
の
一
大
宣
伝
、

軟
弱
の
青
年
に
向
つ
て
は
霊
火
の
洗
礼
に
て
あ
り
し
を
誇
ら
ん
と
欲
す
る
も
の
な
り
と
、
ヤ
叶
時
我
徒
の
不
幸
に
し
て
敗
れ
た
り
し

も
、
而
か
も
我
徒
の
主
張
は
、
猛
火
諷
々
荒
野
を
甜
む
る
の
概
を
以
て
、
名
占
屋
選
挙
界
を
風
靡
し
た
り
し
也
。

爾
来
我
徒
は
、
選
挙
の
廓
清
、
政
治
道
徳
の
向
卜
を
企
図
し
て
、
名
占
屋
同
志
会
を
組
織
し
荀
く
も
機
会
あ
る
節
に
主
義
の
宣
伝

に
努
力
し
た
り
し
は
市
民
諸
社
の
諒
さ
る
、
所
な
る
べ
し
。

加
藤
は
続
け
て
、
名
古
屋
市
で
は
「
大
名
古
屋
建
設
」
に
向
か
っ
て
巾
区
改
正
・
運
河
間
題
・
築
港
間
題
・
上
下
水
道
間
題
・
糞
尿
処

分
問
題
な
ど
の
課
題
が
山
積
し
て
い
る
が
、
「
醜
聞
」
・
「
大
疑
獄
事
件
」
に
よ
り
名
占
屋
市
が
「
醜
都
」
呼
ば
わ
り
さ
れ
る
な
か
で
は
、
「
市

政
の
削
新
」
・
「
市
会
の
振
粛
」
・
「
市
格
の
向
上
」
と
い
っ
た
「
根
本
的
間
題
」
の
解
決
が
必
要
だ
と
高
調
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
選
挙
の

廊
清
」
・
「
政
治
道
徳
の
向
上
」
を
は
か
る
た
め
名
古
屋
同
志
会
が
組
織
さ
れ
た
と
述
べ
て
い
る
。
加
藤
は
雄
弁
を
政
治
的
な
武
器
と
す
る

政
治
家
と
し
て
、
そ
し
て
腐
敗
し
た
市
政
の
刷
新
者
と
し
て
政
界
に
登
場
し
た
の
で
あ
る
。
加
藤
は
五
一
」
ハ
票
を
得
て
一
四
人
の
定
員
中

五
位
で
当
選
を
果
た
し
た
。
加
藤
は
大
正
六
年
の
選
挙
で
も
、
新
た
に
新
愛
知
の
主
喩
と
な
っ
た
桐
生
政
次
（
悠
々
）

会
に
参
加
し
て
い
た
小
林
、
中
根
、
恒
川
、
竹
内
ら
の
後
援
を
得
て
い
る

名
古
屋
同
志
会
の
支
持
を
受
け
る
一
方
で
、
加
藤
は
名
古
屋
市
会
議
員
時
代
か
ら
い
く
つ
か
の
業
界
と
の
関
わ
り
を
有
し
て
い
た
。
そ

の
一
っ
は
医
帥
団
体
で
あ
る
。
大
正
二
年
九
月
、
名
古
屋
医
師
会
員
の
有
志
七

0
余
名
に
よ
っ
て
名
占
屋
青
年
医
会
が
設
立
さ
れ
、
加
藤

は
幹
事
の
一
人
に
選
ば
れ
て
い
る
。
同
会
は
冨
医
会
の
刷
新
医
風
の
向

t
と
併
せ
て
衛
生
の
完
備
を
図
る
」
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た

し
て
、
市
民
の
覚
醒
を
促
す
よ
り
急
な
る
は
な
し
と
。

や
、
名
古
屋
同
志
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も
の
で
あ
り
、
加
藤
は
青
年
医
会
設
立
直
後
に
行
わ
れ
た
名
古
屋
市
医
師
会
代
議
員
選
挙
で
代
議
員
に
選
ば
れ
て
い
る
。
大
正
四
年
に
加

藤
は
県
会
議
員
補
欠
選
学
に
出
馬
し
当
選
し
た
後
に
も
、
青
年
医
会
総
会
で
選
挙
応
援
へ
の
謝
辞
を
述
べ
て
い
る
。

大
正
六
年
の
市
会
議
員
選
挙
に
お
け
る
選
挙
情
勢
記
事
で
も
医
師
が
加
藤
の
打
力
な
支
持
者
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
大
正

六
年
一
―
一
月
一
五
日
付
『
関
西
医
界
時
報
』
は
、
「
加
藤
君
は
同
窓
鉄
倶
楽
部
員
の
熱
烈
な
る
応
援
と
、
講
習
会
講
師
た
る
の
故
を
以
て
床

屋
の
親
方
連
が
捻
鉢
巻
で
の
尻
押
と
、
君
得
意
の
一
日
論
を
以
て
政
見
を
発
表
し
、
選
挙
事
務
所
は
勿
論
↓
~
日
休
憩
所
さ
へ
も
設
け
ず
、
ア

ノ
得
票
は
、
市
民
に
於
け
る
潜
勢
力
の
侮
る
べ
か
ら
ざ
る
を
証
す
る
に
足
る
」
と
伝
え
て
い
る
。
加
藤
の
選
挙
は
、
選
挙
時
に
お
け
る
加

藤
の
雄
弁
と
、
休
憩
所
を
設
け
な
い
な
ど
理
想
選
挙
を
誇
示
す
る
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
医
師
と
理
髪
業
者
等
か
ら
の
支
持
を
受
け
て

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

な
お
、
大
正
二
年
時
点
で
加
藤
は
政
党
に
所
属
し
て
お
ら
ず
、
当
然
公
認
候
補
で
も
な
か
っ
た
が
、
大
正
八
年
の
県
会
議
員
選
挙
に
お

け
る
『
名
古
屋
新
聞
』
の
選
挙
情
勢
記
事
は
、
加
藤
が
「
新
愛
知
新
聞
の
公
認
候
補
」
と
で
も
い
え
る
存
在
で
あ
り
、
「
同
紙
が
紙
面
に
演

説
会
に
全
力
を
注
」
い
で
い
た
と
記
し
て
い
る
。
加
藤
自
身
、
新
愛
知
新
聞
社
長
大
島
字
吉
が
昭
和
一
五
年
に
没
し
た
後
の
匝
顧
談
の
中

で
、
「
私
を
今
日
迄
育
て
た
の
は
老
社
長
」
で
あ
り
、
市
会
に
初
出
馬
す
る
時
に
大
島
か
ら
「
あ
な
た
は
政
治
が
好
苔
だ
、

つ
て
出
て
は
ど
う
か
、
微
力
だ
が
お
助
け
す
る
、

―
つ
政
界
に
打

(30) 

や
る
以
上
は
、
社
を
挙
げ
て
や
る
」
と
誘
わ
れ
た
こ
と
を
同
想
し
て
い
る
。
大
島
と
大

島
の
経
営
す
る
『
新
愛
知
』
が
加
藤
の
選
挙
を
支
え
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
ま
た
、
こ
の
県
会
選
挙
で
加
藤
は
名
占
屋
理
髪
業
連
合
組
合
、

名
古
屋
薪
炭
商
組
合
、
名
古
屋
箪
笥
長
持
製
造
組
合
、
東
春
郷
友
会
の
支
持
を
得
る
な
ど
、
支
持
を
広
げ
て
い
る
様
子
も
窺
え
る
。

市
議
と
し
て
の
加
藤
は
憲
政
会
系
市
長
に
対
す
る
警
告
決
議
案
を
発
す
る
な
ど
政
友
系
議
員
と
し
て
活
動
し
た
。
大
正
三
年
の
名
占
屋

電
鉄
電
車
賃
値
卜
げ
案
の
市
会
提
出
に
あ
た
っ
て
は
値
上
げ
反
対
の
忽
先
鋒
と
し
て
演
説
し
て
ま
わ
る
な
ど
、
弁
論
を
武
器
に
活
動
を
続

け
た
。
同
時
期
の
加
藤
は
「
予
は
常
に
間
題
の
人
た
る
を
好
む
」
、
「
予
は
常
に
正
義
の
味
方
た
る
を
念
と
す
」
、
「
予
は
破
壊
を
好
む
、
予
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二
、
本
会
は
年
二
回
以
上
総
会
を
開
く

規
約
を
定
め
、
幹
事
を
選
出
し
た
。
規
約
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

の
破
壊
を
好
む
は
新
に
し
て
健
な
る
建
設
を
欲
す
る
が
為
也
」
と
公
言
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
時
期
の
加
藤
は
、
医
師
や
理
髪
業
界
、

薪
炭
商
、
新
愛
知
新
聞
社
序
の
支
持
を
受
け
る
一
方
で
、
雄
弁
と
清
廉
さ
を
政
治
資
源
と
し
た
少
壮
政
治
家
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

第一
l

一章

五
月
会
の
結
成

国
政
へ
の
挑
戦
と
五
月
会
の
結
成

加
藤
の
国
政
初
挑
戦
は
、
大
正
九
年
(
-
九
二

0
)
五
月
一

0
日
に
行
わ
れ
た
第
一
四

M
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
あ
る
。
選
挙
戦
で
は
、

憲
政
会
公
認
の
小
山
松
寿
、
磯
貝
浩
（
名
古
屋
市
議
）
、
政
友
会
公
認
の
加
藤
重
：
一
郎
（
元
名
古
屋
市
長
）
、
医
師
で
国
民
党
公
認
の
小
出

釣
、
無
所
属
の
加
藤
の
五
名
に
よ
っ
て
三
議
席
が
争
わ
れ
た
。
加
藤
は
市
会
で
は
政
友
系
と
し
て
行
動
し
て
い
た
が
、
こ
の
選
裕
は
無
所

属
で
戦
っ
て
い
る
。
加
藤
は
こ
れ
ま
で
の
選
挙
と

1
様
に
「
言
論
戦
」
を
展
開
し
た
。
結
果
は
加
藤
重
一
三
郎
が
四
一
q

―
-
：
―
一
票
、
小
山
が
三

一
四
七
票
、
磯
貝
が
一
―
八
八
四
票
、
加
藤
錬
五
郎
が
一
八
三
五
票
、
小
出
が
八
六
四
票
と
な
り
、
加
藤
鍬
五
郎
は
次
点
で
落
選
し
た
。

落
選
か
ら
間
も
な
い
五
月
―

1
0
日
、
「
加
藤
鏡
五
郎
君
同
情
者
懇
親
会
」
が
一
八
じ
名
の
参
加
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
た
。
参
加
者
か
ら
は

「
次
の
選
挙
で
は
必
ず
当
選
さ
せ
な
け
れ
ば
吾
々
の
面

Fl
に
関
す
る
」
、
「
五
r
々
の
面

H
は
さ
て
置
き
我
名
古
屋
市
の
体
面
に
閃
す
る
」
、
「
一

団
を
組
織
し
て
、
大
に
親
睦
を
計
り
、
而
し
て
政
治
道
徳
の
向
上
を
図
ろ
う
」
、
「
脱
敗
道
徳
の
向
上
を
主
と
し
て
作
ろ
う
」
と
い
っ
た
声

が
上
が
り
、
満
場
一
致
で
団
体
結
成
が
決
し
た
。
六
月
二
日
に
は
団
休
結
成
の
た
め
の
委
員
会
が
間
か
れ
、
会
の
名
前
を
万
月
会
と
し
会

一
、
本
会
は
会
員
相
互
の
親
睦
を
計
り
兼
ね
て
政
治
道
徳
の

1ー
ト
を
期
す
る
を
以
て

H
的
と
す
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六
、
本
会
事
務
所
は
胄
分
の
内
東
区
高
伍
町
一

f
H加
藤
鐙
五
郎
方
に
設
＜

い
な
か
っ
た
か
は
明
ら
か
で
は

創
設
当
初
の
幹
事
詮
衡
委
員
に
は
小
林
清
作
、
奥
澤
亀
太
郎
（
名
古
屋
ミ
シ
ン
裁
縫
女
学
校
長
）
、
楠
太
（
医
学
博
上
）
、
小
林
守
太
郎

（
上
場
主
）
、
片
野
正
、
市
野
徳
太
郎
（
名
古
屋
時
事
編
輯
人
、
後
名
古
屋
市
議
）
、
加
藤
が
選
定
さ
れ
、
五

0
名
に
上
る
幹
事
が
選
出
さ
れ

た
。
常
任
幹
事
に
は
、
辻
欽
太
郎
（
愛
知
医
専
以
来
の
友
人
）
、
古
島
安
二
（
矢
作
水
力
支
配
人
）
、
市
野
徳
太
郎
の
三
名
が
就
任
し
て
い

品

35)
る
。
常
任
幹
事
及
び
幹
事
鈴
衡
委
員
が
会
の
中
心
的
な
人
物
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
加
藤
の
名
古
屋
市
会
選
挙
初
当
選
時
に
力
と

な
っ
た
新
聞
記
者
を
中
心
と
す
る
名
古
屋
同
志
会
と
は
メ
ン
バ
ー
が
相
当
異
な
っ
て
い
る
。
新
聞
紙
上
を
見
る
限
り
継
続
し
て
参
加
し
て

い
る
こ
と
が
判
明
す
る
の
は
小
林
清
作
の
み
で
あ
る
。
選
挙
期
間
中
に
加
藤
の
応
援
弁
士
に
立
っ
た
人
物
も
、
上
記
に
栄
げ
た
人
物
の
ほ

か
、
医
師
の
星
野
致
知
、
歯
科
医
の
長
屋
弘
、
鯖
お
こ
し
湖
月
堂
店
主
田
面
芳
太
郎
、
医
師
で
「
鉄
倶
楽
部
」
（
医
師
会
有
志
の
団
休
）
頭

領
株
の
田
邊
勉
一
二
、
染
料
商
の
常
山
万
吉
と
い
っ
た
面
々
で
、
新
聞
記
者
は
名
占
崖
旬
日
主
筆
の
秋
庭
慎
男
の
み
で
あ
り
、
幹
事
の
桐
生

政
次
を
含
め
て
も
二
名
で
あ
る
。
五
月
会
に
参
加
し
た
面
々
も
名
古
屋
同
志
会
に
参
加
し
て
い
た
の
か
、

な
い
が
、
加
藤
の
選
挙
を
支
え
る
主
要
人
物
が
徐
々
に
変
化
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
五
月
会
の
規
約
に
「
政
治
道
徳
の
向
上
」
が
褐
げ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
加
藤
に
か
け
ら
れ
た
期
待
の
内
容
は

変
化
し
て
い
な
か
っ
た
と
も
い
え
る
。
ま
た
、
加
藤
の
当
選
が
会
結
成
の
目
的
で
あ
る
こ
と
は
明
白
だ
が
、
規
約
上
に
加
藤
の
政
治
行
動

を
支
援
す
る
団
休
と
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
で
設
立
当
初
の
五
月
会
は
、
名
古
屋
同
志
会
以
来
の
政
界
刷
新
を
目
的
と
す
る
同

志
集
団
的
な
性
格
（
こ
の
場
合
、
加
藤
は
同
志
集
団
の
リ
ー
ダ
ー
格
で
あ
る
が
故
に
支
援
を
受
け
る
）
と
、
加
藤
個
人
に
婦
属
す
る
後
援

五
、
本
会
経
常
費
は
寄
付
金
を
以
て
支
弁
す

四
、
本
会
に
入
会
者
は
幹
事
会
の
承
認
を
要
す

三
、
本
会
は
幹
事
若
干
名
を
置
く
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表2 戦前・戦時期の選挙における加藤の得票数

内閣 定数 党派 順位 得票数
1位当選 次点候補 新聞記事に見る加藤の
者得票 1寸日西ーホ 支持基盤

大正 原 3 無所属 4 1,835 4,332 3位候補 医師団、理髭業組合、
9年 2,884 東春郷友会のほか、「新

愛知新聞の間接援助」
がある

大正 清浦 3 政友本党 3 4,392 7,552 4,223 医師会、後援団体「五
13年 月会」

昭和 田中 5 政友会 3 15.734 25,020 8,864 「祉体は五月会」 ・・「理
3年 髪業組合、運動業組合、

愛知医大同窓会、紹介
業者、露天組合、洋服
加工組合、古物商組合、
ガ物業者、日雇業組合
等の後援がある」

冒廿 浜口 5 政友会 5 11,517 27,350 10,343 「後援団体たる五月
会」、「地元である束
区」、「同氏後援の中堅
たる［矢師団有志、少壮
弁護十団」

昭和 犬養 5 政友会 1 20,931 12,274 五月会、束屁、「名古屋
7年 実業団」

昭和 岡田 5 政友会 2 18,374 27,939 14.232 五月会、東［メ：
11年

昭和 林 5 政友会 6 16,110 23,462 5位候補 五月会、東lメ-
12年 16,875 

昭和 阿部 1 政友会 1 39,099 21,970 
14年

昭和 東条 5 汲悶賛政治 1 32,928 14,722 
17年 制協議

推薦

※選挙rズ．はすべて愛知県第1区（名古屋rti)、昭和14年は再選洋，9

出典 『加藤鍬li．郎伝』、『衆議院議員総選洋・覧』、『名古屋新聞』大正9年3月251::l、5月llL『新
愛知』大11・:13年4月25B、5月51l、昭和3年2月19日、昭和5年2月20B、昭和7年2月20
日、昭和11年2月14H、昭和12年4月25H。なお、昭和14、17年選挙での新聞情勢，iじhで
は支持団休に関する記述を管見の限り確認できなかった0

月
会
の
会
員
が
唯
一
の
地

盤
」
と
も
述
べ
て
い
る
。
実

正
隆
が
「
二
万
を
有
す
る
五

年
に
は
、
加
藤
の
義
弟
黒
田

通
選
挙
法
施
行
後
の
昭
和
五

と
あ
る
ほ
か

い
わ
ゆ
る
普

『
新
愛
知
』

市
に
は
「
一
千
に
近
い
五
月

【

I
{
3
 

会
員
の
活
動
目
覚
ま
し
く
」

の
選
挙
柏
勢
記

正
一

□年
五
月
一

0
日
の

げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
大

加
藤
の
支
持
基
盤
と
し
て
挙

で
必
ず
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど

け
る
新
聞
紙
卜
の
情
勢
分
析

に
あ
る
よ
う
に
総
選
挙
に
お

そ
の
後
五
月
会
は
、
表
2

有
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

会
と
し
て
の
性
格
の
二
つ
を
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大
正
一
―
年
三
月
一
一
七
日
付
『
時
事
公
論
』
創
刊
号
の
刊
行
の
辞
を
み
る
と
、
同
紙
は
「
私
共
同
志
の
名
古
屋
に
於
け
る
時
事
を
論
ず

る
機
関
と
し
て
其
発
行
を
思
ひ
立
っ
た
も
の
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
創
刊
号
に
は

る
が
、
こ
れ
は
大
正
九
年
の
加
藤
同
情
者
懇
親
会
参
加
者
数
と
比
べ
て
あ
ま
り
に
多
い
。
同
時
期
の
名
古
屋
で
は
、
大
正
一

日
に
名
古
屋
市
の
反
憲
政
会
・
政
友
系
グ
ル
ー
プ
と
し
て
新
愛
知
新
間
社
後
援
の
も
と
「
名
古
屋
振
興
会
」
な
る
団
体
が
組
織
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
発
会
式
に
は
一
万
五
千
人
が
結
集
し
、
加
藤
は
発
起
人
代
表
と
し
て
挨
拶
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
経
緯
か
ら
す
る
と
、
『
時
事
公

の
他
の
人
物
の
経
歴
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

際
の
会
員
数
は
昭
和
一

一
年
時
点
で
一
こ
六

0
0
人
程
度
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
（
後
述
）
、

広
げ
て
い
た
こ
と
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
加
藤
は
戦
後
に
戦
前
期
五
月
会
の
名
簿
は
戦
火
で
失
っ
た
と
阿
想
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
会
員

名
簿
も
作
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

五
月
会
機
関
紙
『
時
事
公
論
』

以
下
、

五
月
会
の
活
動
を
名
古
屋
大
学
大
学
文
書
資
料
室
寄
託
「
加
藤
錬
五
郎
関
係
資
料
」
に
残
さ
れ
て
い
る
機
関
紙
「
時
事
公
論
』

を
用
い
な
が
ら
検
討
す
る
。
な
お
、
検
討
に
先
立
っ
て
『
時
事
公
論
』

の
性
格
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
。

発
行
者
は
、
第
一
号
か
ら
「
時
事
公
論
杜
」
で
あ
る
が
そ
の
実
態
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
編
集
発
行
兼
印
測
人
は
多
々
羅
括
一

刊
号
＼
第
二
二
号
）
↓
河
村
忠
之
助
（
第
三
二
号
1
第
一
一
．
一
号
？
）
↓
鈴
木
銀
次
郎
（
第
三
一
号
＼
四
二
号
？
）
↓
多
々
羅
（
第
四
三
号
？

＼
第
八
七
号
？
）
↓
社
本
清
吾
（
第
八
八
号
＼
第
九

0
号
？
）
↓
三
浦
孫
一

『
時
事
公
論
』
が
一
万
部
印
刷
さ
れ
て
い
る
と
あ

（
第
九
一
号
＼
第
九
七
号
？
）
↓
水
野
熊
治
（
第
九
八
号
1

第
一
〇
一
号
）
と
変
遷
し
て
い
る
。
多
々
羅
は
加
藤
の
医
学
校
時
代
の
旧
友
で
五
月
会
の
書
品
、
社
本
は
昭
和
四
年
に
名
古
屋
市
会
選
挙

に
出
馬
（
落
選
）
し
た
早
稲
田
大
学
出
身
の
五
月
会
員
、
水
野
は
加
藤
の
秘
書
役
を
長
年
つ
と
め
た
人
物
で
あ
る
こ
と
は
わ
か
る
が
、
そ

一
年
三
月
五

↑
 

（創

1
0
年
弱
の
間
に
会
を
拡
大
し
、
支
持
基
盤
を



表3 時事公論刊行号と刊行年月日
No※ 
1434 

大正 1434 
大正 1434 
大II:- 1434 
大 11•ム・ 1434 
大Il·^• 1434 
火正 1434 
大正 1434 

笙魯笙9 9; 
大l[ 1434 

闘
大正 1434 
大1E 1434 
大正 1434 

第 13 号号 大正 1434 
大正 1434 
大ll-^• 1434 
大正 1434 
大正 1434 
大正 1434 
大正 1434 
欠 欠
欠

羹欠
23号 大正13年4月16日 1434 

24賃 欠 欠
25 大正13年7月2OH 1434 

添第笙〗笙袷22223 69078 刀りり号サ
欠 欠
大止13年9月11Li 1434 
欠 欠

大1 U 3 年年11 月11 H 1434 
大正13 12月411 1 434 

31 > 欠 欠
32 大正14年3月15l I 1434 
33 欠 欠
第 34り 大正14年]6月22ll 1367 

＿ 闘第 3 5 り 人正14 8月18I I 1434 
36 ~ 大止14 9月2111 1434 37 欠 欠
第 38 大正14年12月15II 1131 

第第第席第34444 90231 り月サりサ

欠 欠
人］］:15年2月2711 1434 
欠

菱欠
大正15年7月26日 1366 

第笙魯第 444 564 位サ9} 
欠 欠

大正15町年11月25H 1369 
昭和2 月19H 1368 

47号 欠 欠
48号 欠 欠

第 49号 昭和2年6月8日
1371 
1372 

笙第第555 201 竺号号
昭和2年8月10日 1373 
欠 欠
昭和2年11月2811 1374 

※名古！冦大学大学文青資料室所蔵加藤鍬れ郎関係資料所蔵分ご

※資料No．は加藤鐙五郎関係賓料の登録番号であるっ

82 

発行年月 H No※ 
欠 欠

昭欠和3年2月11日 1375 
欠

附欠和3年6月22Ll 1377 
欠

附欠和3年9月26H 1378 
欠

欠 欠

附欠和4年1月1[ I 1379 
欠

間1f □ 4 介年:• 5 月1 5 r:3 1380 
附欠和4 12月5[] 1382 

欠

附欠和4年10月13H 1381 
欠

欠 欠
欠 欠
欠 欠

第70り 昭和5年11月28日
1383 
1384 

昭担和5生生年l訊月l 18 日
1385 

72> 昭 6 1 日 1386 
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欠 欠
欠 欠
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欠 欠
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欠 欠

附欠和8年12月2611 1394 
欠

昭相9年8月17ll 1395 
欠 欠

昭和和11生年7月20 日 1396 
附欠 11 10 月3 O H 1397 

欠
欠 欠
昭和12年9月10H 1405 

※第63りは発行年月日と内容か全く異なるものが2種類存{l：しているい後にHj行された昭和4年12月5IJりの
り数か誤っていることは明l’lだが、欠りが多く 12月5Hりの止しいり数は分からないためそのままとした
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論
』
は
刊
行
喝
初
、
広
く
名
古
屋
市
政
友
系
紙
と
い
っ
た
性
格
を
持
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
創
刊
号
以
来
加
藤
に
関
す
る
記
述
が

な
い
号
は
ほ
ぱ
な
く
、

五
月
会
の
動
向
も
同
紙
か
ら
追
う
こ
と
が
出
来
る
。
大
正
一
―
こ
．
年
四
月
一
六
日
付
第
二
ご
号
か
ら
は
「
五
月
欄
」

と
い
う
投
稿
欄
が
現
れ
、
昭
和
二
年
六
月
八
日
付
第
四
九
号
の
「
五
月
欄
」
に
は
編
輯
局
か
ら
「
本
誌
は
五
月
会
員
の
機
関
紙
で
あ
り
ま

す
か
ら
、
会
員
諸
君
の
御
投
稿
を
希
望
し
ま
す
」
と
案
内
が
あ
り
、

月一―

;o日
付
第
九
八
号
に
至
り
、
題
号
の

t
に
「
五
月
会
報
」
の
文
字
が
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和
一

一
年
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、

印
刷
し
た
戸
時
事
公
論
』
総
数
．
こ

f
丘
、
六
百
通
の
発
送
作
業
を
加
藤
の
自
宅
と
九
月
会
事
務
所
（
加
藤
の
自
宅
衷
）
で
行
っ
て
お
り
、

加
藤
の
関
与
も
明
白
と
い
え
る
。
な
お
、
確
認
さ
れ
て
い
る
「
時
事
公
論
』
は
表
3
の
通
り
で
あ
る
。
創
刊
か
ら
一
年
ほ
ど
は
月
刊
だ
が
、

そ
の
後
は
刊
行
間
隔
が
ま
ち
ま
ち
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
同
紙
の
性
格
が
、
名
古
屋
市
政
友
系
紙
か
ら
五
月
会
機
関
紙
へ
と
徐
々
に
変

わ
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
も
息
わ
れ
る
。

同
紙
は
タ
ブ
ロ
イ
ド
判
で
全
―
―

1
四
頁
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
最
終
ペ
ー
ジ
は
ほ
ぼ
広
告
で
あ
る
。
会
員
か
ら
は
購
証
料
を
と
っ
て
お

ら
ず
、
機
関
紙
刊
行
の
経
費
が
広
内
収
人
の
み
で
賄
え
た
か
は
や
や
疑
わ
し
い
（
広
告
は
診
療
所
の
も
の
が
多
い
）
。
愛
知
県
公
文
書
館
寄

託
「
加
藤
鐙
五
郎
関
係
資
料
」
に
あ
る
昭
和
一

相
談
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
『
時
事
公
論
』
発
行
に
あ
た
っ
て
も
『
新
愛
知
』

五
月
会
の
動
向

一
年

一
月
に
加
藤
が
政
友
会
に
人
党
す
る
前
に
開
か
れ
た
五
月

五
月
会
の
機
関
紙
で
あ
る
こ
と
が
明
確
と
な
る
。
昭
和
一

一
年
一
〇

一
年
の
加
藤
日
記
を
み
る
と
、
加
藤
が
大
島
字
吉
を
訪
ね
て
「
時
事
公
論
発
行
の
件
」
を

の
援
助
が
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

『
時
事
公
論
』
で
最
初
に
確
認
で
き
る
五
月
会
関
連
記
事
は
、
大
正
一

会
秋
季
総
会
に
関
す
る
記
事
で
あ
る
。
参
加
者
六

0
0
余
名
を
集
め
た
総
会
で
は
、
小
林
清
作
に
よ
る
閉
会
の
辞
、
辻
欽
太
郎
に
よ
る
会

務
報
告
の
後
、
加
藤
が
挨
拶
を
し
て
い
る
C

加
藤
の
挨
拶
の
後
、
奥
澤
亀
太
郎
が
加
藤
の
政
友
会
入
党
を
提
議
し
、
満
場
一
致
で
可
決
さ
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れ
た
。
会
は
会
員
の
隠
し
芸
な
ど
の
余
興
に
よ
り
終

rし
た
。
加
藤
は
秋
季
大
会
決
議
に
従
い
、
床
次
竹
一
一
郎
、
大
島
宇
古
の
紹
介
で
政

友
会
に
入
党
し
て
い
る
。
翌
―
二
年
四
月
に
開
か
れ
た
懇
談
会
に
は
四

0
0
名
が
集
ま
り
、
加
藤
か
ら
「
流
血
市
会
」
に
お
け
る
報
告
が

―
一
時
間
に
わ
た
り
な
さ
れ
、

五
月
会
万
歳
三
唱
で
会
は
終
了
し
た
。

大
正
―
二
年
は
県
会
議
員
の
改
選
年
で
も
あ
っ
た
。
選
挙
が
行
わ
れ
る
九
月
に
は
五
月
会
秋
季
大
会
が
開
か
れ
、
満
場
一
致
で
加
藤
を

県
会
議
員
候
補
者
と
し
て
推
薦
し
て
い
る
。
こ
の
選
挙
は
関
東
大
震
災
直
後
の
九
月
二
五
日
が
投
票
日
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
加
藤
は

「
華
々
し
き
運
動
は
一
切
遠
慮
」
す
る
と
し
て
、
選
挙
事
務
所
は
日
宅
の
み
、
選
挙
当
日
に
投
票
所
付
近
の
休
憩
所
は
設
置
し
な
い
こ
と
を

『
時
事
公
論
』
上
で
広
告
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
加
藤
の
選
挙
戦
術
を
考
え
る
う
え
で
興
味
深
い
こ
と
は
、
震
災
を
受
け
て
尾
崎
行
雄
が

唱
え
た
選
挙
運
動
中
止
論
を
紹
介
す
る
記
事
が
、
加
藤
の
選
挙
広
告
の
隣
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
品
事
に
よ
れ
ば
尾
崎
の
主

張
は
、
候
補
の
選
挙
運
動
が
中
止
さ
れ
れ
ば
自
然
と
名
望
の
高
い
も
の
が
当
選
す
る
、
運
動
を
中
止
し
て
当
選
し
た
候
補
の
名
誉
は
連
動

に
よ
っ
て
当
選
し
た
者
以
上
に
尊
ば
れ
る
、
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
記
事
は
;
口
占
屋
市
民
は
華
々
し
き
運
動
候
補
者
を
極
力
排

斥
し
た
い
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
記
者
の
言
葉
で
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
。
加
藤
は
こ
の
選
挙
戦
で
、
尾
崎
の
述
べ
る
理
想
論
に
同
調
す

る
こ
と
を
選
挙
戦
術
と
し
て
選
ん
だ
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
尾
崎
の
選
洛
運
動
中
止
論
を
あ
え
て
加
藤
の
広
告
の
隣
に
掲
載
し
て
い
る
こ

と
は
、
加
藤
、
も
し
く
は
加
藤
陣
営
が
相
晋
意
識
的
に
こ
う
し
た
選
挙
戦
術
を
採
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
息
わ
れ
る
e

『
時
事
公

論
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
選
挙
で
加
藤
は
「
候
補
者
胄
言
依
頼
状
も
た
だ
友
人
知
己
だ
け
へ
千
枚
」
出
し
た
の
み
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

1
0
一
八
票
を
獲
得
し
、
定
員
一
五
人
中
七
位
で
当
選
を
果
た
し
た
。

加
藤
の
当
選
後
に
は
、
「
徹
頭
徹
尾
理
想
選
挙
を
標
榜
し
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
千
有
余
の
符
点
を
得
た
こ
と
」
に
つ
い
て
、

□
五
月
会
及

び
応
援
団
有
志
は
、
こ
れ
選
挙
界
廓
清
の
実
現
な
り
祝
さ
ゞ
る
可
か
ら
ず
、
大
い
に
祝
さ
ゞ
る
べ
か
ら
ず
」
と
、
当
選
祝
賀
会
が
五

0
0

名
を
集
め
て
開
催
さ
れ
た
。
会
は
五
月
会
員
堀
場
萬
雄
の
尺
八
・
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
余
興
に
は
じ
ま
り
、
加
藤
か
ら
謝
辞
が
迩
べ
ら
れ
た
後
、
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激
化
し
て
い
た
。
大
正
一
―
―
一
年
(
-
九
二
四

第
四
章

①
出
席
者
は
全
員
五
月
会
に
入
会
、
②
五
月
会
強
化
、
③
今
後
の
選
挙
で
も
「
今
一
層
熱
烈
に
加
藤
君
を
応
援
す
る
こ
と
」
の
三
件
を
満

場
一
致
で
可
決
し
た
。
そ
の
後
は
会
員
に
よ
る
余
興
・
演
説
、
後
に
名
古
屋
跨
堂
会
の
中
心
人
物
と
な
る
．
―
-
輪
信
太
郎
に
よ
る
五
月
会
及

び
加
藤
万
歳
一
二
唱
で
会
は
終
了
し
た
。
「
理
想
選
挙
」
の
成
功
に
よ
っ
て
、
五
月
会
の
意
気
も
高
く
卜
が
っ
た
と
い
え
よ
う
。
「
清
廉
潔
白
」

と
で
も
い
う
べ
き
加
藤
の
政
治
家
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
加
藤
に
と
っ
て
終
生
政
治
的
資
源
と
も
、
政
治
的
制
約
と
も
な
る
。

政
友
本
党
へ
の
入
党

政
友
本
党
期
の
五
月
会
と
加
藤

政
友
会
で
は
、
原
敬
総
裁
暗
殺
後
に
高
橋
是
清
が
後
任
総
裁
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
高
橋
総
裁
期
に
は
原
総
裁
期
よ
り
形
成
さ
れ
て
い

た
高
橋
、
野
田
卯
太
郎
、
横
田
千
之
助
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
と
、
床
次
竹
一
一
郎
、
山
本
達
雄
ら
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
の
対
立
が

一
月
の
清
浦
奎
吾
内
閣
成
立
に
至
り
、
後
者
が
離
党
し
て
政
友
本
党
を
結
成
し
、
前
者
が

政
友
会
に
残
留
し
分
裂
し
た
。
政
友
本
党
が
清
浦
内
閣
与
党
と
な
る
一
方
で
、
高
橋
率
い
る
政
友
会
、
加
藤
高
明
率
い
る
憲
政
会
、
犬
養

毅
率
い
る
革
新
倶
楽
部
が
反
清
浦
内
閣
を
打
ち
だ
し
て
第
一
一
次
護
憲
連
動
へ
と
突
入
す
る
。

政
友
会
愛
知
県
支
部
で
は
、
支
部
長
で
新
愛
知
新
聞
社
長
の
大
島
字
吉
が
「
政
友
本
党
は
、
政
友
会
本
来
の
伝
統
的
精
神
を
以
つ
て
樹

立
す
る
こ
と
は
、
そ
の
宣
言
、
政
綱
に
見
る
も
明
か
で
あ
る
、
偲
て
政
友
本
党
に
加
盟
し
て
然
る
べ
し
と
信
ず
る
」
と
意
見
を
表
明
し
、

ほ
と
ん
ど
全
員
が
政
友
本
党
へ
加
入
し
た
。
床
次
は
一
月
一

--0
日
付
け
で
大
島
に
対
し
て
感
謝
の
書
状
を
送
っ
て
い
る
。

加
藤
も
政
友
本
党
へ
入
党
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
こ
こ
で
九
月
会
春
季
大
会
が
二
月
一
七
日
に
開
か
れ
て
い
る
。
五
百
余
名
が
集
ま
っ

た
会
で
は
小
林
清
作
が
座
長
と
な
っ
た
。
加
藤
は
自
身
の
去
就
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
た
。
こ
れ
に
対
し
て
登
壇
者
の
加
藤
消
之
助
、
手
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政
友
本
党
期
の
加
藤
と
五
月
会

塚
辰
次
郎
ら
は
、
近
年
の
思
想
悪
化
、
危
険
思
想
の
蔓
延
か
ら
し
て
本
党
へ
入
党
す
べ
き
で
あ
る
と
論
じ
、
こ
れ
を
受
け
て
満
場
／
双
で

加
藤
の
政
友
本
党
人
党
が
決
議
さ
れ
た
。
ま
た
、
来
た
る
衆
議
院
議
貝
候
補
者
と
し
て
加
藤
を
推
肥
し
、
そ
の
音
選
を
期
す
こ
と
も
決
議

さ
れ
た
。
加
藤
は
自
ら
と
会
員
諸
氏
の
主
張
と
が
合
致
し
た
こ
と
に
感
激
し
て
い
る
と
辿
べ
、
思
想
悪
化
の
昨
今
、
過
激
危
険
の
息
潮
を

て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

排
し
、
穏
健
着
実
の
気
風
を
興
す
こ
と
が
急
務
で
あ
る
と
人
嘩
じ
た
。
加
藤
の
本
党
人
党
と
、
政
友
会
愛
知
県
支
部
の
本
党
入
党
が
前
後
し

五
月
会
の
決
議
は
加
藤
の
本
党
人
り
の
形
式
を
整
え
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
し
て
よ
か
ろ
う
°
し

か
し
、
形
式
を
整
え
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
も
留
愈
が
必
要
で
あ
ろ
う
3

大
正
一
―
ー
｛
年
四
月
の
総
選
挙
で
は
、
愛
知
県
第
一
区
に
政
友
本
党
公
認
の
加
藤
軍
：
面
郎
、
加
藤
銃
五
郎
、
政
友
会
公
認
の
瀬
川
嘉
助
、

憲
政
会
公
認
の
旧
中
菩
立
、
小
山
松
寿
、
中
立
候
補
と
し
て
桐
生
政
次
が
出
馬
し
、

：
二
議
席
を
争
っ
た
。
憲
政
会
公
認
の
二
候
補
が
そ
れ

ぞ
れ
約
七

0
0
0
票
を
獲
得
し
、
加
藤
鐙
五
郎
は
四
三
九
二
票
、
加
藤
重
ー
ご
郎
は
四
ニ
―
：
ぷ
ふ
と
な
り
、
加
藤
錬
九
郎
は
一
六
九
票
の
僅

差
で
初
当
選
を
呆
た
し
た
。
こ
の
選
挙
で
も
、
五
月
会
は
加
藤
後
援
団
体
と
し
て
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
【
前
掲
表
2
】
。
選
挙
全
休
の
結

果
は
、
憲
政
会
の
み
が
議
席
を
増
や
し
、
清
浦
内
閤
与
党
の
政
友
本
党
の
み
な
ら
ず
、
政
友
会
、
革
新
倶
楽
部
も
議
席
を
減
ら
し
た
C

選

挙
の
結
果
を
受
け
て
加
藤
高
明
を
百
班
と
す
る
第
一
次
加
藤
高
明
内
閣
が
成
立
し
た
。
加
藤
高
明
は
吊
張
藩
じ
を
父
に
持
ち
、
愛
知
県
出

身
者
と
し
て
は
初
の
首
相
で
も
あ
っ
た
。
加
藤
錬
九
郎
と
し
て
は
、
尾
張
・
名
古
圧
の
生
ん
だ
訂
相
と
対
峙
す
る
こ
と
と
な
る
。

加
藤
は
喝
選
後
に
開
か
れ
た
第
四
九
議
会
に
初
登
院
し
、
七
月
一

0
日
の
「
贅
沢
晶
等
ノ
輸
入
税
二
関
ス
ル
法
律
案
」
特
別
委
員
会
に

参
加
し
て
浜
口
雄
幸
蔵
相
に
質
問
し
、
翌
日
の
本
会
議
で
も
同
案
へ
の
反
対
演
説
を
行
っ
て
い
る
。
加
藤
は
議
会
終
［
後
、
早
速
議
会
報

告
を
五
月
会
と
重
陽
会
合
同
で
開
催
し
て
い
る
。
加
藤
は
議
会
報
古
の
な
か
で
、
詞
法
案
は
輸
人
品
の
う
ち
贅
沢
品
に
高
率
関
税
を
掛
け
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る
も
の
で
あ
る
が
、

チ
ー
ズ
や
清
涼
飲
料
水
、
石
鹸
原
料
な
ど
も
含
ま
れ
る
な
ど
品
種
の
指
定
が
ず
さ
ん
で
あ
る
こ
と
、
政
府
は
勤
倹
節

約
を
、
t
張
す
る
が
、
行
財
政
改
革
が
優
先
で
あ
る
な
ど
と
議
会
で
主
張
し
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
こ
の
他
『
時
事
公
論
」
で
は
、
憲
政

会
単
独
内
閣
で
あ
る
第
一
一
次
加
藤
内
閣
成
立
後
、
上
水
道
起
債
、
中
川
運
河
間
竪
市
偵
な
ど
、
名
古
屋
市
の
諸
事
業
が
加
藤
内
閣
の
緊
縮

策
に
よ
り
滞
っ
て
い
る
こ
と
へ
の
批
判
も
紙
面
を
飾
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
方
で
、

一
同
を

五
月
会
と
し
て
も
大
き
な
出
来
事
が
あ
っ
た
。
大
正
一
四
年
五
月
の
五
月
会
春
季
大
会
が
床
次
竹
二
郎
政
友
本
党
総
裁
を
迎

え
て
開
催
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
会
は
加
藤
の
案
内
で
床
次
が
登
壇
し
、
大
島
宇
古
の
ほ
か
、
滝
正
雄
、
丹
ド
茂
十
郎
、
倉
元
要
一
ら
政
友

本
党
の
代
議
士
も
参
加
し
、
会
衆
―
一
千
人
は
JJ
歳
で
迎
え
た
。
会
は
辻
欽
太
郎
司
会
の
も
と
、
小
林
清
作
の
開
会
の
辞
に
は
じ
ま
り
、
長

屋
弘
の
会
務
報
内
の
後
に
「
益
結
束
を
固
う
し
て
会
員
の
増
加
を
図
り
、
以
て
加
藤
代
議
卜
後
援
の
実
を
挙
げ
ん
こ
と
を
期
す
」
決
議
が

な
さ
れ
た
。
こ
の
後
、
加
藤
が
第
五
十
議
会
報
告
と
し
て
浜
口
蔵
相
と
の
質
間
応
答
を
披
露
し
て
政
府
の
極
端
な
る
消
極
政
第
、
事
業
繰

延
、
行
財
政
柩
理
の
「
失
敗
」
、
「
追
従
外
交
」
な
ど
あ
ら
ゆ
る
方
面
か
ら
加
藤
内
閣
を
批
判
し
た
。
ま
た
、
床
次
が
政
本
合
同
の
無
意
義

な
ど
を
演
説
し
、
大
島

9
吉
の
政
友
本
党
及
び
五
月
会
の
万
歳
で
閉
会
し
た
。
会
員
投
稿
欄
の
「
五
月
欄
」
に
は
、
大
正
一
四
年
の
市
会

議
員
選
挙
が
近
づ
い
て
き
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
常
任
幹
事
の
辻
ら
に
対
し
て
旱
く
会
員
募
集
を
行
う
こ
と
を
求
め
た
上
で
、
会
員
を
二
千

(60) 

四
五

fi人
か
ら
一
万
、
一
一
万
と
増
や
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
至
急
会
合
を
間
い
て
欲
し
い
と
い
っ
た
投
書
が
な
さ
れ
て
い
る
。
大
正

一
四
年
中
に
は
万
月
会
弁
論
部
会
も
組
織
さ
れ
た
。
決
議
に
即
し
て
五
月
会
が
会
員
堺
加
を
図
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

大
正
一
五
年
一
月
に
は
会
員
の
年
賀
交
換
会
が
行
わ
れ
、

賜
さ
れ
た
杯
を
用
い
て
、
年
酒
一
杯
が
参
加
者
に
振
る
舞
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
は
、
単
に
酒
を
振
る
舞
う
と
い
う
よ
り
、
下
賜
品
を

用
い
た
「
固
め
の
杯
」

二
0
0
名
が
参
加
し
た
。
こ
の
会
で
は
加
藤
が
摂
政
宮
成
婚
記
念
と
し
て
下

の
意
味
を
持
つ
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
会
で
は
会
員
有
志
の
寄
付
に
よ
る
福
引
き
大
会
や
、

代
表
し
た
会
員
が
自
動
車
に
乗
り
な
が
ら
五
月
会
旗
を
掲
げ
て
熱
田
神
宮
へ
と
参
拝
す
る
と
い
う
行
事
が
加
わ
っ
て
い
る
。
会
は
弁
論
部
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員
と
加
藤
の
演
説
と
続
き
、
小
林
清
作
の
五
月
会
及
び
加
藤
万
歳
の
後
、
「
冷
酒
を
汲
ん
で
醒
酔
裡
」
に
散
会
し
た
。

部
が
移
動
部
会
を
開
催
す
る
一
方
で
、
会
員
に
よ
る
会
費
積
み
立
て
の
う
え
で
の
一
泊
旅
行
が
計
画
さ
れ
る
な
ど
、
会
員
の
結
束
を
固
め

る
た
め
の
様
々
な
行
事
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

さ
て
、
政
友
本
党
で
は
床
次
が
ブ
レ
ー
ン
と
し
た
上
杉
憤
吉
の
助
言
も
あ
っ
て
、
普
通
選
挙
に
備
え
る
た
め
各
地
に
床
次
会
を
結
成
し
、

党
の
支
持
基
盤
の
拡
大
に
努
め
て
い
た
。
愛
知
で
も
大
正
一
五
年
一

0
月
に
愛
知
床
次
会
が
組
織
さ
れ
、
床
次
も
参
加
し
た
発
会
式
に
は

-64] 

三
会
場
に
一
万
一
一
平
＇
人
が
集
ま
っ
た
。
こ
こ
で
興
味
を
引
く
こ
と
は
、
第
一
に
五
月
会
常
任
幹
事
か
ら
「
五
月
会
員
諸
君
に
謹
告
」
と
題

し
て
、
床
次
会
発
会
式
へ
の
参
加
と
人
会
勧
誘
は
が
ぎ
が
送
付
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
第
二
は
「
五
月
欄
」
に
匿
名
の
投
書
で
述
べ
ら

れ
て
い
る
次
の
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
投
書
に
は
「
床
次
会
は
盛
ん
に
間
か
れ
ま
し
た
、
血
し
五
月
会
は
其
後
ど
う
さ
れ
ま
し
た
、
床
次

会
も
、

五
月
会
も
結
局
は
詞
一
で
あ
り
ま
す
が
、
余
り
放
つ
て
置
い
て
は
如
何
と
存
じ
ま
す
」
と
あ
り
、

五
月
会
と
し
て
の
会
合
の
開
催

を
求
め
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
編
集
子
は
「
同
様
な
御
注
意
が
各
方
面
か
ら
あ
り
ま
す
」
と
し
て
懇
談
会
や
弁
論
部
会
を
開
く
と
答
え

て
い
る
。
同
時
代
的
に
は
政
友
本
党
の
「
床
次
会
」
に
よ
る
支
持
基
盤
拡
大
路
線
が
持
っ
た
可
能
性
を
見
出
す
こ
と
も
で
き
る
し
、
戦
後

自
民
党
を
見
据
え
れ
ば
、
圃
党
の
特
色
で
あ
る
政
党
ー
代
議
士
ー
後
援
会
の
系
列
関
係
が
萌
芽
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
た
と
も
い
え
よ
う
。

さ
て
、
大
正
一
五
年
一
―
一
月
二
五
日
の
大
正
天
皇
崩
御
に
よ
り
、

几
号
は
昭
和
に
改
め
ら
れ
た
c

年
明
け
の
第
五
十
二
議
会
の
会
期
中

に
は
、
加
藤
高
明
の
後
を
継
い
だ
若
槻
礼
次
郎
首
相
（
憲
政
会
総
裁
）
と
田
中
義
一
政
友
会
総
裁
、
床
次
竹
―
一
郎
政
友
本
党
総
裁
に
よ
る

三
党
首
会
談
が
開
か
れ
、
「
昭
和
新
政
」
を
口
実
に
政
争
中
止
、
妥
協
が
図
ら
れ
た
。
こ
の
後
、
憲
政
会
と
政
友
本
党
は
徐
々
に
接
近
し
、

昭
和
―
一
年
一
一
月
に
は
両
党
と
の
間
で
「
憲
本
連
盟
」
の
盟
約
が
交
わ
さ
れ
、
六
月
に
は
両
党
が
合
併
し
て
立
憲
民
政
党
が
創
立
さ
れ
た
。

加
藤
を
は
じ
め
政
友
本
党
愛
知
県
支
部
で
は
、
憲
本
連
盟
に
も
不
満
が
あ
っ
た
。
政
友
本
党
愛
知
県
支
部
長
と
な
っ
て
い
た
大
島
宇
古

は
す
で
に
大
正
一
四
年
末
の
段
階
で
、
多
年
の
政
敵
で
あ
る
憲
政
会
と
提
携
す
る
な
ら
ば
以
後
行
動
は
共
に
で
き
な
い
こ
と
を
床
次
に
警

一
五
年
中
に
は
弁
論
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五
月
会
の
活
動
多
様
化

第
五
章
政
友
会
復
党
後
の
五
月
会
と
加
藤

告
し
て
い
た
。
加
藤
と
し
て
は
、
大
島
の
意
向
に
反
し
て
憲
政
会
と
合
流
す
る
な
ど
あ
り
得
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

加
藤
の
真
意
は
政
友
会
へ
の
復
党
に
決
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
こ
こ
で
も
加
藤
は
五
月
会
臨
時
総
会
を
四
月
三

0
日
に
開

い
て
い
る
。
夜
九
時
に
は
四
百
人
が
集
ま
り
、
加
藤
は
「
自
分
は
白
紙
な
り
」
と
し
て
各
会
員
の
意
見
陳
述
を
求
め
た
。
会
員
か
ら
は
熱

烈
な
政
友
会
復
帰
論
が
巻
き
上
が
っ
た
が
、
長
屋
弘
ら
が
「
加
藤
代
議
士
は
現
下
の
政
情
に
鑑
み
善
処
せ
ら
れ
ん
事
を
望
む
」
と
の
決
議

文
を
提
示
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
で
は
生
ぬ
る
い
と
し
て
議
論
が
纏
ま
ら
な
か
っ
た
。
市
会
議
員
で
も
あ
る
市
野
徳
太
郎
が
「
本
会
は
加
藤

代
議
士
後
援
会
で
あ
る
、
縦
令
加
藤
君
よ
り
謙
遜
な
申
出
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
何
政
党
に
人
る
べ
し
と
決
議
す
る
か
如
き
は
、
余
り
に

穏
当
で
な
い
」
と
し
て
沈
静
に
務
め
た
が
、
ま
だ
承
知
し
な
い
会
員
が
お
り
、
庫
長
の
小
林
清
作
が
「
聡
明
な
る
加
藤
君
は
此
光
景
を
見

て
、
断
じ
て
諸
村
の
意
思
に
反
せ
ら
る
こ
）
と
は
な
い
と
信
ず
る
」
と
諭
し
て
当
初
通
り
の
決
議
文
で
決
議
が
な
さ
れ
た
。
加
藤
は
新
党

と
い
う
提
案
が
な
さ
れ
た
後
、

に
は
断
じ
て
参
加
し
な
い
と
答
え
て
い
る
。
会
合
は
、
辻
欽
太
郎
常
任
幹
事
か
ら
「
此
際
是
非
共
新
愛
知
の
援
助
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」

(68) 

五
月
会
か
ら
委
員
を
挙
げ
て
、
大
島
に
も
復
党
を
顧
う
こ
と
を
決
め
て
閉
会
し
た
。
先
の
政
友
本
党
参
加

の
過
程
と
比
べ
る
と
、
政
友
会
へ
の
復
党
と
い
う
既
定
路
線
で
事
が
進
ん
で
い
た
と
い
う
共
通
点
が
あ
る
も
の
の
、
決
議
文
を
め
ぐ
っ
て

市
野
、
長
屋
、
小
林
ら
古
参
会
員
が
押
さ
れ
る
場
面
が
生
じ
て
い
た
点
に
違
い
が
あ
る
。
そ
の
理
由
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
会
の
拡
大

と
活
性
化
が
も
た
ら
し
た
「
副
作
用
」
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

政
友
会
復
党
後
の
五
月
会
で
は
、
会
員
の
結
束
力
を
高
め
る
た
め
の
様
々
な
行
事
が
引
き
続
き
行
わ
れ
て
い
る
。
『
時
事
公
論
』
と
加
藤
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表4 五月会で行われた諸行事

会合の内容 開催日時 出典※

. li.月会納涼大会（於新愛知社屋露台） 昭和2年 時1i公論
会費は不要、加藤ほかの演品と閥速度輪転機の見学会。 8月16fl 第50り
. li月会弁論部人会（於新愛知新聞社溝咲） 附和2年 時・1i公溢
新愛知新聞社ば論部と合詞開催，，加藤はじめ50名が演，悦。 11JI511 第52サ
. li 月会懇談会（於武 ‘i;•町政友会支部） 昭和2年 時事公論
会員の消息、政界秘話等の懇談。 12 J1 4 H 第52り

• Ii月会幹t＃会 昭和4年 新愛知
来会者500名、会員の5分間演説。 4月10H S4 4.11 
•五月会大会（於第 1 会場帝国座•第 2 会場歌舞伎座） 昭和4年 新愛知
鈴木喜三郎元内相を招待、川中廿・相以下各大臣の祝祖披露。 5月20H S4.5.21 
. ĥ．月会納涼大会（於新愛知杜屋露台） 昭和4年 新愛知
来会者2000人、冷コーヒーと冷スイカ、浪花節などの余興の後 8月3H S4 8.4 
に演説会。

•五月会時局懇談会（於新愛知講翡） 昭和5年 新愛知
来会者数不明、浜口内閣糾弾演説会。 7月22日 S5.7 23 
•五月会家族懇親慰安会 昭和5年 時巾公論
後援会員の家族を招いた家族慰安会、詳細は後述。 10月27日 第71号
•五月会年賀交換会（於新愛知講堂） 昭和6年 時事公論
5分間演説、浜I]内閣糾弾演説、家庭舞踊の披露、御貞影の設 1月70 第73号
置、村が代斉唱（斉唱後に御真影還奉）、加藤の演説、福引き
（鋭餅、「銘酒子の日」 1本各1名、木杯17名）。
•五月会青年部帝都訪間航遊団の東以訪間 昭和6年 時巾公論
青年部中．催、新愛知沿濯］社後援による3nlhlにわたる束点訪間、 1 0) j 26 I-l 第81り
総勢180名で加藤も出発から1lij行、 27LIは宮城遥拝、帝lk]議会 ~ 29 ll 
議’li党、政友会本部では）こ捉毅総裁、久原房之助幹巾長、東武
総務の慰労を服ねた激励演品、 28llは1’Hil行動。政友会本部で
は揮嘔や3枚組の絵虻内などが配布。
. I［月会買新会（新愛知，溝常） II{｛和7年 新愛知
来会者1000人、加藤l柑じ参り官就仔祝しヽ。加藤が参’万l.,1・就任時 1JJ611 S7.1.6 
に拝受した御真影へ敬礼、拝受した金杯で年泊振る舞い。

．軟式野球li)l連盟大会 Il{{ fI l 7 {，：. 時’li公論
多数会員の要沼もあって各1,1の視交を深めるため野球人会1m7Jll7l! 第85り
催。加藤による始球式、キャッチャーは Ii月会常任幹'Jfの友IH
久米治。会員の野球クラプのほか新愛知の野球クラブも参加。
加藤揮嘔のh-．｝l連盟悛勝旗争奪戦。

・政界の貞柑を聴くの会 昭和9年 時事公論
川中政友市議の市政談、横Jt恒治郎、高橋鉄五郎の満洲視察談、 7月15H 第95号
加藤からの第65議会報告、斎藤内閣成立から岡田内閤成立まで
の「政界秘話」、会員限定。

・御器所支部主催懇談会 昭和9年 時事公論
御器所支部の懇談会。市議手島博章、川中政友ほか500名参加。 7月15日 第95号
加藤の講演と会員からの質疑と5分間演説。
•五月会物故会貝慰霊祭（於詑±山日泰寺） 昭和11年 時市公論
物故会員約320名の慰霊祭、遺族を招いて開催。 11月2日 第98号
※出典は『時事公論』各号及び加藤鏡五郎関係資料Wl6-4362「新聞スクラップ板」に貼り付けら
れている『新愛知l各号によるご出典は「時事公論第〇｝｝」、もしくは「新愛知S4.4.11」のよう
に略記した、
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資
料
に
残
さ
れ
て
い
る
新
間
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
を
も
と
に
、

通
常
の
大
会
や
年
賀
交
換
会
か
ら
、
納
涼
大
会
、
弁
論
大
会
、
野
球
大
会
な
ど
梯
々
な
行
事
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
内
容
も
行

楽
的
な
要
素
の
強
い
も
の
か
ら
、
鈴
木
喜
三
郎
元
内
相
招
待
会
の
よ
う
に
政
治
的
要
素
が
強
い
も
の
ま
で
多
彩
で
あ
る
こ
と
は
一
見
し
て

窺
え
る
。

な
お
、

i
‘
‘

刀口

H”

一

ー
カ

H
禾

(69) 

五
月
会
事
務
所
で
は
昭
和
四
年
か
ら
五
年
、
営
業
収
益
税
や
所
得
税
の
由
告
事
務
を
会
員
の
た
め
扱
っ
て
い
た
と
い
う
。
こ
の

一
年
に
は
五
月
会
事
務
所
を
会
員
向
け
に
開
放
し
て
い
る
。
さ
ら
に
附
和
―
一
年
に
は
物
故
会
員
の
慰
霊
祭
を
行
っ
て
い

る
が
、
慰
霊
祭
を
行
い
得
た
こ
と
自
体
が
、
会
の
求
心
力
の
強
さ
を
示
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。
詳
細
は
不
明
な
が
ら
、
昭
和
九
年
時
点

諸
行
事
の
な
か
で
注

H
す
べ
ぎ
は
、
昭
和
万
年
一

0
月
に
五
月
会
員
の
家
族
を
招
く
家
族
慰
安
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

あ
る
。
帝
仄
附
に
お
い
て
二
阿
に
分
け
て
行
わ
れ
た
会
で
は
、
芝
居
の
じ
演
後
、
加
藤
と
加
藤
夫
人
の
ま
さ
え
が
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
を
し
て

い
る
。
『
時
事
公
論
』
に
よ
れ
ば
、

「
政
治
は
生
活
で
あ
る
以
上
、
生
活
の
大
半
が
台
所
に
あ
る
以
上
、
『
政
治
は
牛
活
』
、
『
生
活
は
台
所
』
、
『
台
所
は
女
性
』
女
性
で
な
く
て

真
個
の
政
治
が
分
る
出
が
あ
り
ま
せ
ぬ
」
と
論
じ
、
「
『
女
で
な
く
て
政
治
が
分
る
も
の
か
』
と
い
ふ
時
代
」
が
来
た
と
し
て
、
「
お
良
人
お

父
兄
」
へ
の
激
励
を
依
頼
し
て
い
る
。
当
時
の
政
友
会
で
は
政
調
会
長
山
本
条
太
郎
の
持
論
「
政
治
の
経
済
化
」
、
「
政
治
の
国
民
生
活
化
」

に
甚
づ
く
政
務
調
究
活
動
が
な
さ
れ
、
党
と
し
て
も
経
済
間
題
を
取
り

t
げ
て
い
た
。
加
藤
は
そ
う
し
た
政
党
の
変
化
を
感
じ
取
り
、
「
政

治
は
生
活
」
、
「
生
活
は
台
所
」
、
「
台
所
は
女
性
」
と
、

で
あ
る
。
な
お
、

五
月
会
の
活
動
の
な
か
で
特
徴
的
な
も
の
を
抜
き
出
し
た
の
が
表
4
で
あ
る
。

一
家
揃
つ
て
楽
し
む
家
族
的
集
会
を
催
し
た
こ
と
」
は
な
い
と
し
て
企
画
さ
れ
た
も
の
で

二
団
と
も
大
盛
況
に
終
わ
っ
た
と
報
じ
て
い
る

五
月
会
員
の
家
族
（
多
く
は
会
員
の
夫
人
で
あ
ろ
う
）
に
も
訴
え
か
け
て
い
た
の

五
月
会
員
家
族
を
対
象
に
し
た
会
合
は
昭
和
一

0
年
に
も
開
か
れ
、
遅
く
と
も
附
和
一
四
年
に
は
正
和
婦
人
会
な
る
婦

こ
の
会
は
、
「
五
月
会
は
度
々
開
か
れ
ま
す
が
、

で
す
で
に
地
区
ご
と
の
支
部
も
で
ぎ
て
い
た
。

（
会
特
は
徴
収
し
て
い
る
）
。
加
藤
は
挨
拶
の
な
か
で
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以
上
の
様
に
、
加
藤
と
五
月
会
は
多
彩
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
多
彩
に
行
事
・
活
動
を
展
開
す
る
必
要
が
生
じ
た
理
由
は
、
会
の

拡
大
に
と
も
な
っ
て
、
設
立
当
初
の
「
政
治
道
徳
の
向
上
」
を
目
的
と
し
た
同
志
隻
団
的
性
格
が
薄
れ
、
加
藤
個
人
に
帰
属
す
る
後
援
会

と
し
て
の
性
格
が
濃
く
な
っ
た
こ
と
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
会
員
の
結
束
を
保
っ
た
め
、
様
々
な
行
事
を
展
開
す
る
五
月
会
の
様

f
は、

こ
の
よ
う
な
活
動
を
展
開
す
る
五
月
会
は
、
同
時
代
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
先
に
挙
げ
た
昭
和
五
年

家
族
慰
安
会
開
催
を
伝
え
る

代
議
士
加
藤
鍬
五
郎
氏
の
後
援
団
体
で
あ
る
五
月
会
は
、
此
種
団
体
中
で
も
全
国
稀
に
見
る
の
模
範
的
団
体
た
る
事
は
世
間
識
者
の

夙
に
認
め
て
以
て
、

ゆ
ゑ
ん
あ
る
哉
と
吹
聴
し
て
居
る
処
で
あ
る
が
、
折
詰
弁
門
に
冷
酒
の
瓶
詰
で
会
員
を
集
め
る
時
代
は
、
と
つ

く
の
昔
に
去
つ
て
、
今
は
何
事
も
尖
端
を
行
く
時
代
と
な
っ
た
の
で
、
兎
角
は
常
に
此
種
団
体
の
さ
き
が
け
た
る
べ
く
歩
ん
で
居
る

同
会
で
は
折
詰
の
深
さ
浅
さ
や
、

か
ま
ぼ
こ
の
厚
さ
薄
さ
を
気
に
病
む
や
う
な
会
合
は
、
さ
ら
り
と
止
め
て
、
ず
つ
と

3
0
年
式
に

会
員
家
族
の
懇
親
を
主
眼
に
五
月
会
デ
ー
帝
国
座
観
劇
家
族
懇
親
会
を
十
月
二
十
じ
日
の
正
午
と
午
後
五
時
と
の
昼
夜
に
分
つ
て
、

開
催
し
た
の
で
あ
る
が
〔
中
略
〕

『
時
事
公
論
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
記
事
で
あ
る
こ
と
を
十
二
分
に
割
り
引
い
た
卜
で
窺
え
る
の
は
、
代
議
士
の
後
援
会
（
「
此
種
団

体
」
）
が
す
で
に
同
時
代
に
お
い
て
多
く
存
在
し
て
お
り
、

「
此
種
団
体
」
が
折
詰
弁
当
や
冷
酒
で
会
員
を
集
め
る
こ
と
も
常
態
化
す
る
な
か
で
、
「
さ
き
が
け
」
を
い
く
万
月
会
は
「
折
詰
の
深
さ
浅

さ
や
、
か
ま
ぼ
こ
の
厚
さ
薄
さ
」
を
気
に
す
る
よ
う
な
会
で
は
な
く
、

[
3
0
年
式
」
の
家
族
慰
安
会
を
開
催
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
C

五
月
会
は
「
此
種
団
体
」
の
「
さ
き
が
け
」
で
あ
る
と
い
う
白
己
認
識
は
、
昭
和
七
年
の
野
球
大
会
を
開
催
し
た
記
事
の
冒
頭
で
も
示
さ

一[
/
l

人
団
体
も
組
織
し
て
い
る
。

『
時
事
公
論
』

五
月
会
は
そ
の
「
さ
合
が
け
」
で
あ
る
と
い
う
自
己
認
識
で
あ
る
。
そ
し
て
、

の
記
事
の
な
か
で
は

一
種
の
自
己
認
識
が
小
さ
れ
て
い
る
。

戦
後
の
後
援
会
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
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と
の
関
係
性
が
如
実
に
現
れ
て
い
る
。

な
お
、
昭
和
八
年
の
市
会
選
挙
直
袖
に
掲
載
さ
れ
た
「
五
月
欄
」
で
の
会
員
動
静
記
事
は
、
五
月
会
系
市
議
候
補
者
の
後
援
会
を
紹
介

し
て
い
る
。
五
月
会
が
「
全
国
稀
に
見
る
の
模
範
的
団
体
」
で
あ
る
こ
と
が
、
ど
の
程
度
「
世
間
識
者
」
に
認
め
ら
れ
て
い
た
か
は
別
に

し
て
も
、
昭
和
八
年
段
階
の
名
占
屋
で
は
後
援
会
が
市
議
レ
ベ
ル
に
ま
で
浸
透
し
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

五
月
会
と
選
挙

そ
れ
で
は
、
様
々
な
会
活
動
に
よ
っ
て
、
会
の
求
心
力
を
維
持
し
よ
う
と
し
て
い
た
五
月
会
は
、
選
挙
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
機
能
を

果
た
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
注
目
す
べ
き
は
、
加
藤
の
後
援
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

議
員
、
県
会
議
員
を
推
煎
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
大
正
一
四
年
の
市
会
選
挙
で
は
、
加
藤
と
小
林
清
作
の
ほ
か
二
名
を
五
月

会
と
し
て
推
薦
し
て
い
る
（
加
藤
と
小
林
が
当
選
）
。
ま
た
、
昭
和
四
年
の
市
会
選
挙
で
は
、
政
友
会
推
薦
候
補
一
七
名
の
う
ち
八
名
が
当

選
し
て
い
る
が
、
五
月
会
は
こ
の
う
ち
七
名
に
推
煎
を
出
し
て
い
た
lJ

昭
和
八
年
の
市
会
選
挙
で
は
政
友
会
か
ら
一
七
名
が
当
選
し
て
い

る
が
、
こ
の
う
ち
東
区
か
ら
は
井
川
一
、
田
中
政
友
、
小
林
清
竹
、
西
区
か
ら
は
伊
藤
勘
兵
衛
、
中
区
か
ら
は
市
野
徳
太
郎
、
横
井
恒
治

郎
、
高
橋
鉄
五
郎
、
手
島
博
章
、
南
区
か
ら
坪
井
研
精
、
鈴
村
健
の
一

0
名
が
莉
月
会
か
ら
も
推
薦
を
得
て
当
選
し
て
い
る
。
五
月
会
は

加
藤
の
後
援
会
で
あ
る
と
と
も
に
系
列
の
市
会
議
員
を
も
輩
出
し
始
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
昭
和
．
四
年
の
こ
と
だ
が
、
加
藤
は
五
月
会

の
支
援
を
受
け
て
当
選
し
た
市
議
か
ら
「
五
月
会
の
幹
部
の
諸
君
が
、
市
会
議
員
を
軽
視
さ
れ
る
こ
と
」
へ
の
不
平
を
告
げ
ら
れ
、
「
観
音

(82) 

様
を
拝
む
と
き
は
足
で
圧
へ
て
造
つ
て
も
出
来
あ
か
れ
ば
拝
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
で
す
」
と
諭
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
後
援
会
と
系
列
市
議

な
お
、
昭
和
五
年
の
総
選
挙
で
、
加
藤
は
次
点
候
補
に
一

0
0
0
票
恙
ま
で
迫
ら
れ
な
が
ら
％
選
し
た
。
こ
の
こ
と
も
あ
っ
て
、
昭
和

6
)
 

7
 

れ
て
い
る
。

五
月
会
が
加
藤
の
所
属
党
派
と
は
別
に
、
市
会
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け
る
必
要
は
な
い
」
と
断
じ
て
い
る
。

『
時
事
公
論
』

は
「
五
月
会
へ
改
造
の
出
」
と
題
し
た
特
集
を
組
ん
で
い
る
。
記
事
で
は
、
五
月
会
は
強
固
と
な
っ
た
が
そ
れ
だ

け
に
油
断
と
緩
み
が
生
じ
た
と
し
て
会
員
の
椋
々
な
投
北
り
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
加
藤
が
最
高
点
間
迎
い
な
し
と
間
い
た

の
で
、
政
友
会
候
補
を
一
一
人
当
選
さ
せ
た
方
が
良
い
と
息
い
人
牛
で
初
め
て
加
藤
以
外
に
投
票
し
た
と
い
う
告
白
や
、
青
年
会
員
を
爪
用

し
て
欲
し
い
、
も
っ
と
会
合
を
開
い
て
欲
し
い
と
い
っ
た
注
文
、
あ
る
い
は
加
藤
と
同
じ
く
政
友
会
所
属
の
田
中
善
立
の
善
友
会
、
瀬
川

嘉
助
の
疎
山
会
が
拡
張
に
努
力
し
て
お
り
五
月
会
も
遠
慮
が
ち
で
は
い
け
な
い
と
い
っ
た
注
文
な
ど
、
会
員
か
ら
の
様
々
な
古
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
な
か
で
も
留
意
す
べ
き
は
、
昭
和
五
年
か
ら
加
藤
か
政
友
会
愛
知
県
支
部
長
に
就
任
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
（
で
あ
る

が
故
に
？
）
、
杜
月
会
は
政
友
会
の
後
援
団
体
で
は
な
く
て
「
加
鍬
村
の
後
援
団
体
」
で
あ
る
こ
と
を
、
会
員
に
熟
知
さ
せ
る
必
要
が
あ
る

と
い
っ
た
声
で
あ
る
。
同
時
期
の
新
間
に
は
、
貞
偽
の
程
は
不
明
で
あ
る
が
、
県
議
会
選
栄
の
候
袖
者
公
認
に
あ
た
っ
て
加
藤
、

れ
た
『
時
事
公
論
』

田
中
、

瀬
川
が
自
派
の
も
の
を
公
認
に
し
よ
う
と
つ
ば
ぜ
り
合
い
を
演
じ
た
あ
げ
く
、
文
部
長
の
加
藤
が
「
五
月
会
の
者
は
ぜ
ひ
当
選
さ
せ
た
い

が
疎
山
会
や
善
友
会
の
者
は
ど
う
で
も
よ
い
」
と
放
言
し
た
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
ま
た
、
附
和
し
年
の
総
選
挙
を
直
前
に
し
て
発
行
さ

は
加
藤
を
応
援
す
る
た
め
の
記
事
に
彩
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
一
っ
に
「
村
月
会
は
政
友
会
の
五
月
会
に
非
ず
、
加

鐙
後
援
の
五
月
会
な
り
」
と
題
し
た
記
事
が
あ
る
C

記
事
は
標
題
の
と
お
り
、
五
月
会
は
加
藤
の
政
治
的
活
動
を
支
持
す
る
以
外
に
目
的

は
な
い
、
政
友
会
の
五
月
会
の
如
く
考
え
る
の
は
趣
旨
の
腹
き
違
え
で
あ
る
と
し
て
、
「
加
藤
氏
の
背
落
を
犠
牲
に
し
て
ま
で
政
友
会
を
助

一
方
、
同
じ
紙
面
は
、
加
藤
が
冨
竺
m
は
牛
活
で
あ
る
」
と
平
素
主
張
し
て
い
る
立
場
か
ら
、
議
会
で
民
政
党
内
閣
の
減
税
案
が
不
撤

底
で
公
約
追
反
に
あ
た
る
と
批
判
し
た
こ
と
や
、
加
藤
が
政
凋
会
の
刑
事
と
し
て
、
大
養
総
裁
期
政
友
会
の
看
板
政
策
で
あ
る
「
硝
架
h

-86 

ヶ
年
計
圃
」
の
立
案
に
「
没
頭
し
た
」
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
産
業
五
ヶ
年
叶
圃
」
を
実
行
す
る
商
工
省
の
参
与
官
と
な
っ
た

加
藤
は
「
産
業
几
ヶ
年
計
画
」
、
「
産
業
国
策
」
の
「
遂
行
‘T
任
者
」
で
あ
り
、
「
言
論
の
人
よ
り
実
行
の
人
と
な
っ
た
」
と
評
し
た

L
で、

六
年
の
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御
誤
解
な
き
様
」
と
苦
言
を
旱
し
て
い
る
が
、

加
藤
の
参
与
官
就
任
は
名
古
屋
市
の
実
業
家
が
歓
迎
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
政
友
会
、
加
藤
が
主
張
す
る
産
業
政
策
へ
海
外
貿
易
伸
長
の

期
待
が
か
け
ら
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
こ
と
、
加
藤
の
当
選
は
商
丁
柴
が
命
で
あ
る
名
古
屋
の
繁
栄
に
結
び
つ
く
こ
と
な
ど
が
喧
伝
さ
れ

て
い
る
。
政
友
会
の
看
板
政
策
で
あ
る
「
産
業
五
ヶ
年
社
画
」
を
軸
に
選
挙
戦
を
戦
え
ば
、
民
政
党
候
袖
と
の
差
異
化
は
図
れ
て
も
、
他

の
政
友
会
公
認
候
補
と
の
差
m氏
は
見
出
し
に
く
く
な
る
C

加
藤
と
五
月
会
は
、
加
藤
が
「
産
業
五
ヶ
年
叶
画
」
の
遂
行
者
（
商
工
参
与
官
）

で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
、
他
の
政
友
会
候
補
に
優
越
す
る
地
位
を
得
、
競
合
を
制
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

な
お
、
昭
和
七
年
の
『
時
市
公
論
』
「
五
月
欄
」
に
は
、
加
藤
の
政
治
的
地
位
が
上
昇
す
る
な
か
で
、
加
藤
が
上
京
し
て
不
在
が
ち
で
あ

る
こ
と
へ
の
小
満
も
投
書
さ
れ
て
い
る
。
「
（
議
会
中
は
別
と
し
て
）
年
中
小
牛
呼
の
便
宜
を
御
計
り
下
さ
れ
度
切
喀
仕
候
、
然
ら
ざ
れ
ば
、

所
謂
公
使
の
意
義
消
失
す
る
こ
と
に
あ
ら
ざ
る
か
」
と
い
っ
た
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
品
者
は
、
私
達
が
加
藤
を
推
薦
す
る
所
以

は
、
諸
君
の
雑
川
に
加
藤
を
煩
わ
せ
る
の
が
主

H
的
で
は
な
く
国
政
を
研
究
調
介
し
て
貰
う
こ
と
に
あ
る
、

方
が
な
い
、
「
私
共
は
余
り
の
些
事
に
同
氏
を
煩
は
し
度
な
い
の
で
す
、
色
々
な
お
用
は
五
月
会
の
事
務
所
が
あ
り
、
夫
々
機
関
も
あ
り
ま

す
か
ら
、
同
氏
不
在
と
雖
も
相
談
役
立
つ
積
り
で
す
、
公
僕
の
意
義
御
誤
解
な
き
様
希
望
し
ま
す
」
と
い
っ
た
返
事
が
な
さ
れ
て
い
る
。

加
藤
の
政
治
的
な
活
動
の
う
ち
、
経
済
問
題
が
し
め
る
割
合
が
増
え
て
く
る
の
と
軌
を
一
に
し
て
、

よ
っ
て
上
京
が
ち
な
の
も
仕

石
月
会
員
の
中
に
も
加
藤
や
五
月
会

に
「
使
宜
を
御
叶
り
下
さ
れ
度
」
と
い
っ
た
個
別
利
益
を
求
め
る
も
の
が
増
え
つ
つ
あ
っ
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
記
者
は
「
公
僕
の
應
義

て
い
る
。
加
藤
、
そ
し
て
五
月
会
が
細
か
な
陳
情
処
理
の
役
割
を
も
果
た
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。
先
述
の
会
活
動
の
多
彩

さ
と
あ
わ
せ
て
、

一
方
で
「
色
々
な
お
用
は
五
月
会
の
事
務
所
が
あ
り
、
夫
々
機
関
も
あ
り
ま
す
」
と
応
え

五
月
会
は
設
立
か
ら
一

0
年
が
経
つ
う
ち
に
後
援
会
と
し
て
の
性
格
を
強
め
た
の
で
あ
る
。
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さ
て
、
大
正
期
以
来
「
国
民
生
活
」
と
い
う
社
会
領
域
が
浮
卜
す
る
な
か
で
、
政
治
の
第
一

H
標
を
「
国
民
牛
活
の
安
定
」
に
お
く
主

g3) 

張
は
珍
し
い
も
の
で
は
な
く
な
っ
た
。
加
藤
の
、
E
張
も
初
め
て
市
会
選
挙
に
出
馬
し
た
と
き
と
は
異
な
り
、
徐
々
に
経
済
、
牛
活
に
関
わ

る
主
張
が
増
え
て
い
く
。
『
時
事
公
論
』
は
加
藤
の
議
会
で
の
活
動
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
大
正
一
二
年
の
第
四
九

議
会
で
は
「
贅
沢
品
等
の
輸
入
税
に
関
す
る
法
律
案
」
特
別
委
員
会
に
お
け
る
奢
修
税
に
関
す
る
加
藤
の
質
問
や
、
昭
和
―
一
年
の
第
五
二

議
会
の
本
会
議
に
お
け
る
加
藤
の
営
業
収
益
税
に
関
す
る
質
間
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
昭
和
一
三
年
の
総
選
挙
を
前
に
し
て
発
行
さ
れ
た

事
公
論
』
は
「
帝
国
議
会
に
於
け
る
加
藤
錬
五
郎
君
會
闘
史
」
と
題
し
た
記
事
を
掲
載
し
て
い
る
が
、
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
は
奢
修
税
で

浜
口
蔵
相
と
、
薬
品
法
を
め
ぐ
っ
て
は
若
槻
首
相
と
渡
り
合
い
「
大
成
功
」
を
収
め
た
こ
と
や
、
営
染
収
益
税
、
農
村
電
化
、
大
都
市
制

に
関
わ
る
問
題
で
あ
り
、
息
想
・
外
交
間
題
は
―
つ
も
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
C

昭
和
七
年
の
総
選
挙
で
加
藤
が
商
工
参
与
官
と
い
う
立
場
を
活
か
し
た
選
挙
戦
を
行
っ
た
こ
と
は
先
に
見
た
と
お
り
で
あ
る
。
大
養
毅

内
閣
崩
壊
後
に
参
与
官
を
辞
任
し
た
後
も
、
昭
和
七
年
の
第
六
三
議
会
の
「
商
業
組
合
法
案
外
一
件
」
特
別
委
員
会
で
加
藤
は
、
農
村
救

済
の
た
め
内
務
省
・
農
林
省
の
予
算
が
拡
大
す
る
一
ガ
で
、
中
小
商
工
業
者
救
済
の
た
め
の
予
算
は
商
~
省
で
わ
ず
か
-
ご
九
万
円
し
か
計

-90-

上
さ
れ
て
い
な
い
と
し
て
営
業
収
益
税
の
免
税
点
引
き
上
げ
な
ど
を
主
張
し
た
。
ま
た
、
第
六
五
議
会
で
加
藤
は
「
貿
易
調
節
及
通
商
擁

護
に
関
す
る
法
律
案
」
（
い
わ
ゆ
る
「
通
商
擁
護
法
」
）
特
別
委
員
会
委
員
長
を
務
め
て
い
た
。
い
ず
れ
も
議
事
録
の
加
藤
に
関
わ
る
部
分

が
『
時
事
公
論
』
に
転
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
通
商
擁
護
法
は
外
国
に
よ
る
日
本
製
品
へ
の
高
率
関
税
、
輸
入
制
限
措
置
と
い
っ
た
貿

易
調
整
政
策
へ
の
対
抗
措
置
（
輸
入
税
の
変
更
、
輸
出
・
輸
入
制
限
）
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
同
号
の
「
五
月
欄
」
に
は
闇
印
に
お
け

る
陶
磁
器
輸
入
割
当
制
へ
の
対
抗
措
置
と
し
て
、
対
蘭
印
向
け
陶
磁
悩
積
化
（
昭
和
九
年
）
を
決
行
し
た
陶
磁
器
貿
易
槃
者
と
息
し
き

人
々
か
ら
の
投
書
が
あ
る
。
「
東
区
一
輸
出
商
」
か
ら
の
、
陶
磁
器
業
界
で
は
積
止
ま
で
決
行
し
決
議
文
ま
で
発
表
し
て
い
る
の
で
「
代
議

加
藤
の
政
治
活
動
と
『
時
事
公
論
』

『時
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加
藤
を
推
薦
す
る
も
の
で
あ
る
。

名
古
屋
女
＋
商
業
学
校
長
市
祁
芳
樹
の
「
世
界
我
が
市
場
貿
易
政
策
の
加
藤
君
」
、
瀬
栄
合
資
会
社
社
長
水
野
保

士
諸
公
に
於
て
も
、
大
に
骨
折
つ
て
貰
い
た
し
」
と
い
っ
た
投
書
や
、
「
中
区
一
貿
易
廂
」
か
ら
の
「
吾
々
貿
易
商
は
、
今
や
日
閾
問
題
で

血
眼
に
な
っ
て
戦
つ
て
届
り
ま
す
、
通
商
擁
護
法
を
振
り
廻
す
時
か
来
ま
す
、
加
藤
代
議
士
の
御
自
重
を
祈
り
ま
す
」
と
い
う
投
書
で
あ

る
。
こ
う
し
た
投
書
は
、
加
藤
が
「
言
論
の
人
」
か
ら
「
実
行
の
人
」

へ
と
日
身
の
イ
メ
ー
ジ
を
転
換
さ
せ
よ
う
と
す
る
な
か
で
の
素
材

加
藤
の
中
央
政
界
で
の
活
動
が
、
商
工
行
政
に
関
わ
る
も
の
が
中
心
と
な
っ
て
い
く
な
か
で
、
加
藤
も
よ
り
一
層
自
身
を
名
古
屋
選
出

の
商
工
議
員
と
し
て
宜
伝
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
点
が
端
的
に
表
れ
て
い
る
の
は
、
昭
和
一
四
年
の
衆
議
院
再
選
挙
で
あ
る
。
加
藤
は

昭
和
―
―
一
年
の
総
選
挙
で
七

0
0
票
差
で
落
選
し
た
。
そ
の
後
は
新
愛
知
新
刷
社
の
顧
間
と
し
て
記
事
を
執
筆
し
な
が
ら
再
起
を
期
し
た

が
、
そ
の
チ
ャ
ン
ス
は
意
外
に
吊
く
や
っ
て
き
た
。
愛
知
県
第
一
区
で
判
選
し
た
日
本
革
新
党
の
山
崎
常
吉
の
当
選
が
無
効
と
な
っ
た
た

め
、
昭
和
一
四
年
五
月
に
再
選
挙
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
選
挙
で
は
、
民
政
党
が
候
補
を
擁
立
せ
ず
、
選
挙
戦
は

政
友
会
公
認
の
加
藤
と
山
崎
、
政
友
会
員
の
瀬
川
嘉
助
ら
五
名
で
争
わ
れ
た
。
加
藤
は
小
山
松
寿
か
ら
「
常
識
で
は
小
山
と
加
藤
と
い
ふ

こ
と
に
な
っ
て
居
る
、
私
の
方
は
起
て
ぬ
」
と
申
し
入
れ
を
受
け
て
お
り
、
民
政
党
の
応
援
も
得
て
当
選
し
て
い
る
。

雪
辱
を
期
し
た
こ
の
選
挙
で
加
藤
陣
営
が
作
成
し
た
両
面
刷
り
の
印
刷
物
に
は
、
加
藤
を
推
胞
す
る
人
々
の
推
鷹
文
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
【
表
5
】
。
多
様
な
人
々
か
ら
の
推
薦
を
得
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
貴
族
院
議
員
卜
出
民
義
「
商
工
行
政
と
加
藤
君
」
、
第
一
第
一
―

（
陶
磁
器
商
）

の

「
商
工
行
政
に
明
る
い
加
藤
氏
を
議
会
へ
送
れ
」
と
い
っ
た
、
加
藤
が
商
上
行
政
に
通
じ
て
い
る
こ
と
を
強
調
す
る
記
事
が
多
く
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
推
薦
文
は
、
産
業
経
済
の
実
情
に
通
じ
、
商
上
行
政
に
明
る
い
人
物
を
議
会
に
送
る
べ
き
だ
と
し
て
、

そ
し
て
、
大
正
期
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
加
藤
の
政
治
活
動
の
変
化
を
取
り
上
げ
て
い
る
の
は
、
元
名
古
屋
市
議
・
元
名
古
屋
市
長
大

と
し
て
、
『
時
事
公
論
』
に
掲
載
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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表5 加藤錬五郎推薦文一覧（昭和14年）

間題iよたゞ人である題名加藤君を当選させて 松井筆石者根
hi青き

而閣参議・陸軍大将
掲表載面面

ドさい 郷里の皆さまに是非お顧ひ

商［政策と加藤れ ド出民義 貨族院議員 表[fIi

スローガン 杓llJ東一 （医師） 表面

束春出身の各位へ 田中斎 （ト国】民新聞【新愛知傘 表面
î：幹）

政治的な意：志を加藤村に依て実現 大島宇古 祈愛知新聞社社長 表血

今度はカトウ 藤部文一 筒井町 表面

尾張部 l^一人の代議士中政友会は唯一人 樋口善布衛門 衆議院議員 表面

加藤君公認、推薦に際して 樋口善布衛門 愛知県政友会支部幹市 表面
長

親友加藤村を推胞す 尾関重 宮本物産常務 表面

必至の雪辱戦 滅私奉公の詑悟で起ち上つ 市野徳太郎他 （県・市会議員） 表面

た応援陣 9名

謹んでお詫び申上ます 辻欽太郎・友 （五月会常任幹事） 表面
田久米治•長
屋弘

商工行政に明るい加藤氏を議会へ送れ 十 水野保一 瀬栄合資会社社長 裏面

人の代議士より有）J

筋肉労働者諸君 清き一票を行効に 高野源三郎 杉村町 裏面

少壮雄弁から政策経綸ヘ 大喜多寅之助 （元名占屋巾長） 裏血

ltt界我が市場 貿易政策の加藤村 市祁芳樹 第一第て名古屋女f僻i裏面
業学校長

政治家には稀な人間の確かさ 椙1111Eし^ 椙11]女学園長 災面

加藤のをじさん 小林龍二郎 愛知淑徳邸等女学校長 裏lfli

「時代の1『さ」を持つ政治家 大野1!ヽ：直 弁護t̂ 裏lhi

則厖界の人恩人 服部正一 愛知県理嬰業聯合会会 災[tti
長

lIiの111]輪 櫻木俊ー・ 新愛知理’li 裏Ini

カトウと l}：いてドさい 松波寅古・！，じ 会（愛k知)県l矢惰Ili会長・ hill 裏川i
Ill :^樹 ・・・

洒と婢位と加藤さん 近藤政か 中村 裏Ihi

一昨イ「選裕の報恩 令力を尽くし加藤村へ 鬼丸義齋 弁護 I: 衷面

貞実一路で清廉な人 枡111安太郎 東点 裏血

女から見た加藤先生 奥澤登起 名占射ミシン裁縫女学 裏面
院長

ポケットL場衛生の著者加藤さん 磯部鶴太郎 愛知時計 裏面

気の毒な立場の加藤さんを救ヘ 丹羽重左衛門 都島町 裏面

真摯奉仏の加藤社を推薦す 山田突鳳 高顕寺 裏面

カトウ君をお助け下さい H向野善次 名古屋士木建築請負業 裏面
組合

カトウ社を御援助下さい 田中消吉 所得税調介委員 裏面

椎應の辞 多々羅括一 （『兼時事印公論』） 元発行編 裏血
集 刷人

※ほとんどの人物に肘書きが付されているが、一部付されていない人物については府書きを補った

（枯弧書きが補足部分） Q 屑占きに地名のみ記されている人物についてはそのまま地名を記した
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曹
多
寅
之
助
の
「
少
壮
雄
弁
か
ら
政
策
経
綸
へ
」
で
あ
る
。
大
喜
多
の
推
薦
文
は
、
加
藤
が
県
市
会
議
員
時
代
か
ら
弁
論
の
雄
と
し
て
「
実

に
華
や
か
」
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
振
り
返
る
．
方
で
、
「
政
治
家
の
生
命
は
弁
論
に
も
あ
る
が
而
し
時
代
は
吏
ら
に
進
ん
で
そ
れ
以
上

政
策
経
綸
の
実
行
が
政
治
家
の
第
一
任
務
と
せ
ら
れ
て
来
た
」
と
政
治
家
の
任
務
が
変
化
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
加
藤
は

衆
議
院
当
選
以
来
政
策
研
究
に
没
頭
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
実
力
在
る
中
略
政
治
家
」
と
し
て
商
工
参
与
官
に
も
選
ば
れ
、
商
丁
政
策
に

対
す
る
抱
負
は
議
会
で
披
露
さ
れ
重
ぎ
を
な
し
て
い
る
と
し
て
加
藤
を
推
煎
し
て
い
る
。
人
喜
多
の
推
薦
文
は
、
政
治
家
に
求
め
ら
れ
る

資
質
が
弁
論
か
ら
実
行
へ
と
変
化
し
て
い
る
こ
と
、
加
藤
が
弁
論
と
実
行
と
い
う
二
つ
の
資
質
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
を
宣
伝
す
る

も
の
で
あ
る
。
図
ら
ず
も
政
治
家
と
し
て
の
加
藤
の
変
化
を
指
摘
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。

さ
て
、
『
時
事
公
論
』
は
昭
和
―
一
一
年
刊
行
の
第
一
〇
一
号
ま
で
し
か
発
見
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
そ
の
後
の
五
月
会
に
つ
い
て
は
新
聞

記
事
と
加
藤
の
日
記
か
ら
簡
屯
に
み
て
お
く
。
日
中
戦
争
開
戦
後
の
昭
和
一
三
年
六
月
に
は
、
圧
月
会
出
征
家
族
の
た
め
の
武
運
長
久
祈

顧
祭
が
名
古
屋
市
末
広
町
の
奸
宮
八
幡
社
で
執
り
行
わ
れ
、
家
族
白
万
卜
余
名
が
参
列
し
た
。
加
藤
は
出
征
家
族
へ
感
謝
の
挨
拶
を
し
て

い
る
。
昭
和
一
四
年
、

同
年
三
月
一
日
に
は
常
任
幹
事
だ
っ
た
辻
欽
太
郎
が
没
し
、
加
藤
は
五
月
会
を
代
表
し
て
弔
辞
を
読
ん
で
い
る
。
同
年
の
淡
賛
選
挙
で
は
、

五
月
会
員
す
べ
て
に
は
が
き
が
送
ら
れ
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
五
月
会
が
加
藤
の
支
持
母
体
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
麗
賛
選

挙
で
は
、

一
六
年
＼
―

1
0
年
の
加
藤
日
記
を
み
る
と
、
昭
和
一
七
年
一
月
五
日
に
は
例
年
ど
お
り
賀
新
会
が
行
わ
れ
て
い
る
。

五
月
会
系
の
一
部
市
会
議
員
が
愛
知
県
第
一
区
か
ら
出
馬
し
た
下
出
義
雄
（
下
出
民
義
の
子
、
実
楽
家
）
陣
営
に
転
じ
る
こ
と

も
あ
っ
た
が
、
加
藤
は
三
万
票
を
超
え
る
大
贔
得
緊
で
当
選
を
果
た
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
以
降
は
五
月
会
に
関
す
る
記
述
は
ほ
と
ん
ど

み
ら
れ
な
く
な
る
。
ま
た
、
加
藤
は
昭
和
一

0
年
代
か
ら
五
月
会
の
中
心
的
人
物
の
結
束
力
を
高
め
る
た
め
「
五
―
-
＾
会
」
と
い
う
団
体
も

如）

結
成
し
て
お
り
、
例
月
で
時
事
問
題
を
研
究
す
る
会
合
を
持
っ
て
い
た
が
、
こ
の
五
三
会
に
つ
い
て
の
記
述
も
昭
和
一
八
年
以
降
見
ら
れ

な
く
な
っ
た
。
戦
時
下
に
お
い
て
、

五
月
会
は
事
実
卜
休
止
を
余
俵
な
く
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
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後
援
会
」
の
全
体
像
に
つ
い
て
は
今
後
の
諜
題
と
し
た
い
。

本
論
で
は
、
大
正
―
一
年
の
加
藤
の
政
界
進
出
か
ら
昭
和
一

0
年
代
ま
で
の
動
向
を
、
特
に
後
援
会
五
月
会
と

検
討
し
た
。
明
ら
か
と
な
っ
た
こ
と
は
政
治
家
と
し
て
の
加
藤
、
加
藤
を
支
援
す
る
五
月
会
が
、
相
圧
に
作
用
し
変
化
し
て
い
た
と
い
う

点
で
あ
る
。
清
廉
潔
白
と
雄
弁
を
売
り
と
し
た
加
藤
は
、
政
治
の
第
一
目
標
を
「
国
民
生
活
の
安
定
」
に
お
く
主
張
が
一
般
的
な
も
の
と

な
る
な
か
で
、
「
政
治
は
牛
活
」
で
あ
る
と
訴
え
る
と
と
も
に
、
大
都
市
名
古
屋
に
ふ
さ
わ
し
い
商
工
政
策
に
造
詣
の
深
い
政
治
家
へ
と
自

己
の
イ
メ
ー
ジ
を
更
新
し
た
。
「
政
治
道
徳
の
向
上
」
を
旗
印
と
し
て
結
成
さ
れ
た
斤
月
会
は
、
会
員
数
の
増
大
と
と
も
に
会
員
か
ら
の
具

体
的
な
要
望
を
聞
き
、
会
員
の
結
束
を
高
め
る
た
め
の
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
圃
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
五
月
会
は
、
設
立
当
初
の
「
政

治
道
徳
の
向
上
」
を
目
的
と
し
た
同
志
集
団
的
件
格
が
薄
れ
、
加
藤
個
人
に
帰
属
す
る
後
援
会
と
し
て
の
性
格
を
濃
く
し
た
の
で
あ
る
。

後
援
会
と
し
て
の
万
月
会
は
、
加
藤
の
政
治
活
動
の
展
開
と
と
も
に
徐
々
に
形
成
さ
れ
た
と
も
い
え
よ
う
。

さ
て
、
戦
前
期
に
お
け
る
後
援
会
の
事
例
研
究
は
少
な
い
こ
と
か
ら
、
本
事
例
を
以
て
戦
前
期
後
援
会
の
代
表
例
と
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
愛
知
県
に
お
い
て
後
援
会
が
活
発
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
本
事
例
は
戦
前
日
本
に
お
け
る
後
援
会
の
先
進
事
例
と
も
考
え

ら
れ
る
が
、
こ
う
し
た
位
置
付
け
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
事
例
を
積
み
重
ね
た
上
で
論
じ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
「
戦
前
日
本
の
個
人

お
わ
り
に

『
時
事
公
論
』
を
中
心
に
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註(
l
)

佐
藤
能
丸
『
近
代
日
本
と
早
稲
田
大
学
』
（
早
稲
田
大
学
出
版

部
、
一
九
九
一
年
）
、
「
大
隈
伯
後
援
会
に
関
す
る
一
考
察
」
。

(
2
)
時
任
英
人
『
犬
養
毅
—
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の

相
剋
ー
』
（
論
創
社
、
一
九
九
一
年
）
九
頁
。

(
3
)

阪
上
順
夫
『
尾
崎
行
雄
の
選
挙
ー
世
界
に
誇
れ
る
磨
党
選
卒
を

文
え
た
人
々
—
』
（
和
泉
書
院
‘
―
1
0
0
0
年
）
。

(
4
)

渡
邊
宏
明
「
普
通
選
挙
法
成
立
後
の
政
友
本
党
の
党
某
盤
ー

「
上
杉
博
十
の
政
友
本
党
論
」
を
中
心
に
」
（
『
東
京
大
学
日
本
史
学
研

究
室
紀
要
』
第
一
六
号
）
ニ
―
―
《
ー
ニ
五
頁
。
床
次
会
に
つ
い
て
は
、

前
山
亮
吉
五
政
友
本
党
の
某
慌
研
究
ー
現
存
す
る
「
党
報
」
を
素
材

と
し
て
」
（
『
国
際
関
係
・
比
較
文
化
研
究
』
五
ー
一
、
二

0
0
六
年
）

等
も
参
照
の
こ
と
。

(
5
)

上
山
和
雄
『
陣
笠
代
議
七
の
研
究
』

(
H本
経
済
評
論
社
、
一
九

八
九
年
）
―
―
―
―
二
百
ハ
。

(
6
)

「
後
援
会
と
日
本
の
政
治
」
『
年
報
政
治
学
』
四
五
、
一
九
九
四

年
。
た
だ
し
こ
の
評
価
は
一
九
九
四
年
選
挙
制
度
改
革
以
前
の
も
の

で
あ
る
こ
と
に
は
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

(
7
)

以
下
の
研
究
史
整
理
は
前
掲
「
後
援
会
と
日
本
の
政
治
」
及
び

山
田
真
裕
「
自
民
党
代
議
士
の
集
票
シ
ス
テ
ム
ー
橋
本
登
美
三
郎
後

援
会
、
額
賀
福
志
郎
後
援
会
の
事
例
研
究
ー
」
（
筑
波
大
学
博
十
学
位

論
文
、
一
九
九
三
年
）
。

(
8
)

サ
イ
マ
ル
出
版
会
、
一
九
七
一
年
、
復
刻
版
は
二

0
0
九
年
。

こ
の
ほ
か
中
曽
根
康
弘
後
援
会
を
検
討
し
た

N
.
B
・
セ
イ
ヤ
ー
、

小
林
克
己
訳
『
自
民
党
』
（
雪
華
杜
、
一
九
六
八
年
）
も
あ
る
。

(
9
)

前
掲
「
自
民
党
代
議
士
の
集
票
シ
ス
テ
ム
」
。

(10)

櫻
井
良
樹
『
帝
都
東
京
の
近
代
政
治
史
』
（
日
本
経
済
評
論
社
、

―
1
0
0
1
'
一
年
）
、
第
一
一
章
、
第
六
章
。
こ
の
ほ
か
、
季
武
嘉
也
「
中
田

儀
直
に
み
る
昭
和
戦
前
期
の
地
方
政
治
」
（
『
創
大
人
文
論
集
』
六
ー

六
、
一
九
九
四
年
）
な
ど
参
照
す
べ
き
研
究
も
あ
る
。

(11)

内
務
省
警
保
局
保
安
課
「
政
事
関
係
議
会
資
料
」
内
、
山
岡
萬

之
助
関
係
文
書
（
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ

ィ
ル
ム

R
―
一
四
、
原
蔵
学
習
院
大
学
法
学
部
・
経
済
学
部
図
書
セ
ン

タ
ー
）
。

(12)

上
山
は
都
市
化
と
大
衆
社
会
化
と
が
後
援
会
設
立
の
理
由
と
し

て
い
る
。
よ
っ
て
、
大
阪
、
愛
知
だ
け
で
は
な
く
、
東
京
で
も
後
援

会
が
活
発
で
あ
っ
て
よ
い
は
ず
だ
が
、
東
京
は
「
被
後
援
者
数
」
の

み
で
二
位
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
別
に
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
だ
ろ
う
。

(13)

加
藤
在
学
中
の
明
治
三
六
年
に
愛
知
県
立
医
学
専
門
学
校
と
し

て
断
発
足
、
愛
知
医
専
は
愛
知
医
科
大
学
、
名
占
屋
朕
科
大
学
、
名

古
屋
帝
国
大
学
医
学
部
と
変
遷
を
た
ど
る
。

(14)

以

F
の
記
述
は
加
藤
庄
三
著
・
加
藤
延
夫
監
修
『
加
藤
鐙
五
郎

伝
』
（
名
占
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
九
五
年
）
の
年
表
に
よ
る
。
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=
1
0
0
0
年）、

(15)

前
掲
『
加
藤
錬
五
郎
伝
』
四
六
頁
。

(16)

『
新
修
名
古
屋
市
史
』
第
六
巻
（
名
占
屋
市
、

―
―
八
＼
一
-
―

-
0
頁。

(17)

「
新
聞
ス
ク
ラ
ッ
プ
朝
（
コ
ピ
ー
製
本
）
」
（
愛
知
県
公
文
書
館
寄

託
「
加
藤
鏡
五
郎
関
係
資
料
」
明
治
一
二
八
年
1
昭
和
一
一
年
、

W

―
六

ー
一
三
六
三
、
以
下
同
賓
料
群
に
つ
い
て
は
、

W
一
し
ハ
か
ら
は
じ
ま

る
請
求
番
号
の
み
記
す
）
。
ス
ク
ラ
ッ
プ
に
は
「
大
正
一
一
年

t
月
大

朝
」
と
あ
る
。

(18)

稲
田
学
縦
『
市
野
徳
太
郎
氏
伝
』
（
昭
和
一
五
年
）
、
手
島
益
雄

『
名
占
屋
百
人
物
評
論
』
（
日
本
電
報
通
信
社
名
占
屋
支
局
、
一
九
一

五
年
）
。

(19)

「
新
聞
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
」
（
明
治
四
一
年
ー
四
―
一
年
、

W
―
し
ハ
ー

ニ
四
一
七
）
の
記
事
「
蔵
内
氏
立
候
補
演
説
会
」
、
掲
載
紙
・
年
月
日

は
不
明
。

(20)

「
新
聞
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
」
（
大
正
二
年
1
人
正
五
年
、

W

―
し
ハ
ー

一四一―

10)
九
頁
の
記
事
「
市
会
議
員
一
二
級
候
補
者
加
藤
録
五
郎
札
」
。

(21)

前
掲
「
新
聞
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
」

(
W
-
し
ハ
ー
一
四

1;̂
O)
。
掲
載

紙
・
年
月
日
は
不
明
。

(22)

有
馬
学
『
「
国
際
化
」
の
中
の
帝
国

11
本
』
（
日
本
の
近
代

4

中
央
公
論
新
社
、
一
九
九
九
年
）
二
六
ー
ニ
九
頁
°

(23)

前
掲
「
新
聞
ス
ク
ラ
ッ
プ
躾
（
コ
ピ
ー
製
本
）
」
（

W
-
しハー＇一

ぞ
六
三
）
の
選
挙
広
告
よ
り
。
掲
載
紙
、
掲
載

H
は
不
明
だ
が
、
大

正
一
一
年
に
新
愛
知
主
笙
と
な
っ
た
桐
生
政
次
の
名
前
か
あ
る
こ
と
、

広
告
内
に
「
市
会
議
員
一
二
級
候
補
者
」
と
あ
る
こ
と
、
大
正
一

0
年

の
市
会
選
挙
か
ら
一
邸
級
に
別
れ
て
い
た
等
級
選
挙
が
一
．
級
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
広
告
が
大
正
六
年
の
選
挙
時
に
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

と
推
測
で
き
る
。

(24)

『
愛
知
県
俣
師
会
史
』
（
愛
知
県
医
師
会
、
一
九
五
五
年
）
―
-
三

貞
、
二
八
貞
。

(25)

前
掲
『
愛
知
県
仮
師
会
史
』
＾

1・0
頁。

(26)

『
関
両
朕
界
時
報
』
は
「
関
西
」
の
名
を
冠
し
て
い
る
が
、
発
行

地
は
名
占
厨
で
あ
る
（
「
『
関
西
医
界
時
報
』
概
略
」
名
古
犀
大
学
附

属
図
上
日
館
研
究
開
発
室
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
よ
り
〈
h
t
t
p
:
/＼
libst.nul.

n
a
g
o
y
a
,
u
.
a
c
.
j
p
¥
r
e
p
o
r
t
¥
o
t
h
e
r
s
¥
i
m
g
¥
i
k
a
i
¥
o
u
t
l
i
n
e
.
p
d
£
〉
、
一
ご
い

1

し
ハ
年
一

0
月
一
三
日
閲
覧
）
。

(27)

『
閃
西
医
界
時
報
』
大
正
六
年
―
一
月
一
五

11
（
前
掲
「
糾
聞
ス

ク
ラ
ッ
プ
戟
（
コ
ピ
ー
製
本
）
」

W
-
し
ハ
ー
一
三
八
一
：
）
。

(28)

た
だ
し
、
大
正
一
ニ
年
に
巾
医
師
会
会
長
松
波
寅
古
名
で
加
藤

推
脱
状
が
出
さ
れ
た
際
に
は
、
一
部
匡
師
会
員
か
ら
反
発
も
起
き
て

い
る
（
『
名
古
屋
新
聞
』
大
正
一
三
年
四
月
五
日
、
訓
掲
「
新
聞
ス
ク

ラ
ッ
プ
帳
（
コ
ピ
ー
製
本
）
」

W
-
し
ハ
ー
一
：
こ
」
ハ
一
こ
）
（
．

(29)

『
名
占
屋
新
聞
』
大
正
八
年
九
月
二
じ
日
（
前
掲
「
新
聞
ス
ク
ラ

ッ
プ
帳
」

W

―
六
ー
一
・
-
了
ハ
一
{
.
)
。

(30)

加
藤
燎
五
郎
「
悴
人
大
島
ど
札
長
」
（
『
新
愛
知
』
昭
和
一
六
年
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一
月
五
日
）
c

な
お
、
当
該
期
に
於
け
る
名
古
屋
市
政
界
の
動
向
に
つ

い
て
は
、
真
野
素
行
「
戦
間
期
の
市
域
拡
張
に
よ
る
都
市
経
営
と
市

政
の
変
容
ー
名
占
屋
市
の
市
電
間
題
を
中
心
と
し
て
ー
」
（
『
近
現
代

史
研
究
』
創
刊
号
、
―

1
0
0
九
年
）
を
参
照
の
こ
と
。

(31)

『
名
古
屋
時
事
』
大
正
八
年
九
月
二
四
日
。

(32)

前
掲
『
加
藤
鐙
五
郎
』
六
〇
＼
八

0
頁
、
前
掲
「
祈
聞
ス
ク
ラ

ッ
プ
帳
」
（
W
-
六
ー
一
一
。
一
六
三
）
、
掲
載
紙
、
掲
載
日
は
不
明
だ
が
、

内
容
か
ら
大
止
六
年
市
会
選
挙
の
記
事
と
推
測
で
ぎ
る
。

(33)

「
名
占
屋
時
事
』
大
正
九
年
五
月
ニ
―
日
、
知
山
生
「
悽
愉
な
り

し
露
天
涼
説
」
よ
り
（
「
名
古
屋
時
事
（
製
本
）
」

W
-
六
ー
一
四
：
―

二
、
以
下
『
名
古
屋
時
巾
』
は
す
べ
て
厠
製
本
版
か
ら
の
引
用
で
あ

る
）
。
『
名
古
屋
時
事
』
は
名
古
屋
市
会
議
員
で
も
あ
っ
た
市
野
徳
太

郎
が
経
営
す
る
新
聞
で
あ
り
、
知
山
は
市
野
の
号
で
あ
る
。

(34)

『
名
古
犀
時
事
』
大
正
九
年
六
月
一
五
日
の
「
加
鐙
氏
後
援
者
懇

親
会
」
よ
り
。

(35)

市
野
徳
太
郎
「
昔
日
誌
」
（
『
名
古
屋
時
事
』
大
正
九
年
六
月
一

五
日
）
。
以
上
各
人
の
略
府
の
う
ち
、
小
林
清
作
、
辻
欽
太
郎
を
除
い

て
『
名
古
屋
時
事
』
大
止
九
年
五
月
三
一
日
の
「
加
銃
君
応
援
弁
士

批
評
」
に
よ
る
。

(36)

前
掲
『
愛
知
県
医
師
会
史
』
四
四
頁
。

(37)

『
新
愛
知
』
大
正
一
―
戸
一
年
五
月
一

0
日。

(38)

『
名
古
屋
新
聞
』
昭
和
じ
年
一
一
月
―
―
―
日
日
。

(39)

『
名
古
屋
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
昭
和
三
六
年
八
月
八
日
号
（
名
古
屋
大

学
大
学
文
胄
資
料
宰
寄
託
「
加
藤
鐙
五
郎
関
係
資
料
」
〈
以
下
名
大
加

藤
賓
料
〉
八
一
一
）
。

(40)

加
藤
日
晶
昭
和
二
八
年
四
月
二
四
日
条
（

W
-
六
ー
ニ
三
七

四
）
。
愛
知
県
公
文
書
館
寄
託
査
料
の
う
ち
、
加
藤
の
日
記
に
つ
い
て

は
「
加
藤
日
叫
」
と
略
記
し
、
請
求
番
号
の
み
記
し
た
。

(41)

『
時
事
公
〈
Pml
』
第
六
三
号
（
昭
和
四
年
一
―
一
月
五
日
）
、
三
面
、

同
第
八
八
号
（
昭
和
八
年
一
月
二
五
日
）
、
二
面
。

(42)

加
藤
日
記
昭
和
―
一
六
年
一
―
一
月
一
六
日
条
（
W
-
六
ー
ニ
三
七

二
）
に
は
、
「
四
十
年
来
余
の
秘
書
役
を
つ
と
め
た
水
野
君
、
殊
に

こ
、
十
年
間
、
自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
し
て
病
院
に
つ
と
め
た
水
野

君
」
と
あ
る
。
病
院
と
は
加
藤
が
戦
後
に
開
院
し
た
喜
安
病
院
の
こ

と
で
あ
る
。

(43)

前
掲
『
加
藤
鐙
五
郎
伝
』
九
三
頁
。

(44)

加
藤
日
記
昭
和
―
一
年
―
一
月
三

0
日
条
（
W
-
六
ー
ニ
―
―
工
ハ

四）。

(45)

な
お
、
圃
表
に
『
時
事
公
論
』
の
刊
号
数
、
発
行
年
月
日
、
名

大
加
藤
資
料
に
お
け
る
整
理
番
号
を
記
し
て
い
る
た
め
、
『
時
事
公

論
」
の
引
用
は
刊
サ
と
発
行
年
月
を
記
し
、
整
理
番
号
は
略
す
。

(46)

『
時
事
公
論
』
第
一
〇
一
号
の
「
万
月
欄
」
掲
載
の
五
雑
誌
代
を

と
れ
」
と
い
う
投
書
に
は
、
頻
繁
に
五
月
会
機
関
紙
『
時
事
公
論
』

を
出
す
た
め
雑
誌
代
を
取
っ
た
方
が
よ
い
と
あ
る
。
裏
を
返
せ
ば
雑
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誌
代
は
徴
収
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

(47)

加
藤
日
記
昭
和
―
一
年
七
月
九
日
条
（
W
-
六
ー
ニ
三
六
四
）
。

な
お
、
戦
前
期
の
加
藤
日
記
は
昭
和
―
一
年
、
一
四
年
、
一
六
年
1

―
1
0
年
の
み
が
残
存
し
て
い
る
。

(48)

『
時
事
公
論
』
第
九
号
（
大
正
―
一
年
―
一
月
二
七
日
）
、
三
面
。

(49)

名
古
屋
市
は
隣
接
十
六
ケ
町
村
を
大
正
十
年
に
合
併
し
た
が
、

旧
町
村
役
場
は
区
役
所
分
所
と
し
て
存
置
さ
れ
た
。
し
か
し
、
―
二

年
一
一
月
に
川
崎
卓
古
市
長
が
分
所
廃
止
を
市
会
に
提
案
し
た
。
こ
れ

を
き
っ
か
け
に
市
会
政
友
系
と
非
政
友
系
の
対
立
が
激
化
し
、
市
議

会
に
お
け
る
乱
闘
騒
ぎ
に
至
っ
た
。
（
前
掲
『
新
修
名
古
屋
市
史
』
第

六
巻
、
二
八
四
ー
ニ
六
六
頁
）
。
「
流
血
市
会
」
は
こ
の
一
連
の
経
緯

を
指
し
て
い
る
。

(50)

『
時
事
公
論
』
第
一
八
号
（
大
正
一
―
一
年
九
月
一
七
日
）
、
二
面
。

(51)

『
時
事
公
論
』
第
一
八
号
（
大
正
一
―
一
年
九
月
一
七
日
）
、
一
面
。

(52)

『
時
事
公
論
」
第
一
九
号
（
大
正
一
―
一
年
―
一
月
五
日
）
、
一
面
。

(53)

遠
山
佳
治
「
名
古
屋
女
学
校
・
名
占
屋
高
等
女
学
校
時
期
に
お

け
る
建
学
の
精
神
お
よ
び
教
育
理
念
の
一
考
察

(
2
)
ー
名
古
屋
窃

堂
会
を
中
心
に
ー
」
（
『
総
合
科
学
研
究
』
四
‘
―

1
0
I
O
年
）
。
な

お
、
加
藤
も
名
古
屋
窃
堂
会
に
参
加
し
て
い
る
。

(54)

尾
佐
竹
猛
監
修
『
大
島
宇
吉
翁
伝
』
（
新
愛
知
新
聞
社
、
昭
和
一

七
年
）
二
六
九
ー
ニ
七
〇
貞
。

(55)

『
時
事
公
論
』
第
二
三
号
（
大
正
一
三
年
四
月
一
六
日
）
、
一
一
両
面
。

(56)

重
陽
会
は
人
JE-

―
年
几
月
に
名
古
屋
市
の
振
興
を
計
る
た
め

結
成
さ
れ
た
会
で
、
玉
空
一
五
月
会
と
も
称
す
べ
き
団
体
」
で
あ
っ
た

と
い
う
（
『
時
巾
公
論
』
一
六
号
、
ご
面
）
。

(57)

『
時
事
公
論
』
第
二
七
号
（
大
正
一
三
年
九
月
―
一
日
）
、
一

1

二
面
。
1

(58)

『
時
事
公
論
』
第
一
＾
五
六
号
（
大
正
一
四
年
九
月
―
―
一
日
）
、
一
面
。

(59)

『
時
事
公
論
』
第
三
四
号
（
大
正
一
四
年
六
月
―
―
―
一
日
）
、
一
面
。

加
藤
の
演
説
要
旨
は
一
一
面
か
ら
一
―
.
面
に
あ
る
。

(60)

『
時
事
公
論
』
第
三
六
号
（
大
正
一
四
年
九
月
ニ
―
日
）
、
三
面
。

(61)

『
時
事
公
論
』
第
二
八
号
（
大
正
一
四
年
―
―
一
月
一
五

H
)
、
ニ

面。
(62)

『
時
事
公
論
』
第
四
一
号
（
大
正
一
五
年
七
月
一
一
六
日
）
、
一
面
面
、

四
間
°

(63)

前
掲
「
粋
通
選
挙
法
成
立
後
の
政
友
本
党
の
党
基
盤
ー
「
上
杉

博
上
の
政
友
本
党
論
」
を
中
心
に
」
。

(64)

前
掲
「
政
友
本
党
の
基
礎
研
究
」
七
九
ー
八

0
頁。)

(65)

「
新
聞
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
」
（
W
-
六
ー
一
三
五
九
）
に
は
が
き
が

添
付
さ
れ
て
い
る
。

(66)

こ
の
間
の
経
緯
は
村
井
良
太
『
政
党
内
閣
制
の
成
立
一
九
一

八
ー
一
じ
年
』
（
打
斐
閣
、
二

0
0
五
年
）
―
-
六
四
ー
ニ
七
二
頁
。

(67)

訓
掲
『
大
島
字
占
翁
伝
』
一
じ
J
O
ー
ニ
七
一
頁
。

(68)

『
時
事
公
論
』
第
四
九
号
（
昭
和
一
一
年
六
月
八
日
）
。
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『
時
事
公
論
』
第
じ
一
号
（
昭
和
五
年
一
―
一
月
一
八
日
）
、
二
面
。

『
時
事
公
論
』
第
九
八
号
（
昭
和
―
一
年
一

0
月――

1
0
日
）
、
一
ご

第
七
二

(69) 

(70) 
面。
(71)

加
藤
鐙
五
郎
「
女
性
へ
呼
び
か
け
る
」
『
時
事
公
論
』

号
、
昭
和
六
年
一
月
一
日
。

(72)

手
塚
雄
太
両
叩
和
恐
慌
と
政
友
会
」
（
『
史
学
雑
誌
』
―
―

1
0
1

六
、
二

0
1
―
年
）
。

(73)

「
新
愛
知
』
昭
和
一

0
年
六
月
一
三
日
・
一
四
日
（
前
掲
「
新
間

ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
」

W
一
六
ー
一
三
六
―
-
）
。

(74)

加
藤
日
記
昭
和
一
四
年
―
一
月
一
六
日
条
（
W
-
六
ー
ニ
三
六

五
）
を
み
る
と
、
「
婦
人
正
相
会
」
で
加
藤
が
「
欧
州
其
他
の
外
交
関

係
」
と
題
し
た
講
演
を
行
っ
て
い
る
。
な
お
、
加
藤
の
支
援
者
だ
っ

た
小
林
消
作
は
婦
人
問
題
研
究
会
と
い
う
婦
人
教
育
の
た
め
の
研
究

会
も
運
覚
し
て
い
た
（
中
山
恵

f
「
大
正
期
の
名
古
屋
の
婦
人
教
育
」

名
古
屋
女
性
史
研
究
会
編
『
母
の
時
代
』
風
媒
社
、
一
九
六
九
年
）
。

加
藤
夫
人
の
ま
さ
ゑ
や
、
名
古
屋
ミ
シ
ン
裁
縫
女
学
校
長
奥
澤
亀
太

郎
夫
人
の
と
き
も
同
研
究
会
に
参
加
し
て
お
り
、
昭
和
三
年
に
は
市

川
房
枝
を
招
い
た
茶
話
会
も
行
っ
て
い
る
（
伊
藤
康
子
『
草
の
根
の

婦
人
参
政
権
運
動
史
』
吉
川
弘
文
館
、
二

0
0
八
年
、
第
一
一
章
参
照

の
こ
と
）
。

(75)

『
時
事
公
論
』
第
じ
一
号
（
昭
相
五
年
一
―
一
月
一
八
日
）
、
一
一
面
。

な
お
、
昭
和
六
年
の
記
事
で
も
同
様
の
自
己
認
識
が
示
さ
れ
て
い
る

四
面
。

（
「
五
月
会
へ
改
造
の
声
」
『
時
事
公
論
』
第
七
二
号
、
昭
和
六
年
一
月

一
日
、
一
面
）
。

(76)

『
時
事
公
論
』
第
八
万
号
（
昭
和
七
年
一

0
月
一
日
）
。

(77)

『
時
事
公
論
』
第
八
九
号
（
昭
和
八
年
二
月
二
五
日
）
、
三
面
。

熊
谷
作
太
郎
の
作
仙
会
、
横
井
恒
治
郎
の
一
心
会
、
河
村
愛
治
（
県

議
）
の
自
由
但
楽
部
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
市
野
徳
太
郎
は

大
正
一
―
年
に
市
友
会
を
結
成
し
て
い
る
（
前
掲
『
市
野
徳
太
郎
氏

伝
』
三
九

1
四
0
頁）。

(78)

「
新
聞
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
」
（

W
-
六
ー
ニ
六
五
―
-
）
。
掲
載
誌
、
年

月
日
と
も
不
明
だ
が
、
記
事
中
の
「
尾
張
内
閣
」
の
文
言
か
ら
大
冗

一
四
年
市
会
議
員
選
挙
時
の
記
事
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

(79)

『
時
事
公
論
』
第
六
五
号
、
二
面
及
び
『
新
愛
知
』
昭
和
四
年
一

0
月
二
八
日
（
「
新
聞
ス
ク
ラ
ッ
プ
板
」

W
一
六
I

―――一六―-）。

(80)

『
新
愛
知
』
昭
和
八
年
一

0
月
二
七
日
。

(81)

『
時
事
公
論
』
第
九
一
二
号
、
昭
和
八
年
一
―
一
月
二
六
日
。

(82)

加
藤
日
記
昭
和
一
四
年
二
月
一
七
日
条
（
W
-
六
ー
ニ
―
―
一
六
五
）
。

(83)

『
時
事
公
論
』
第
七
二
号
、
一
面
。

(84)

平
田
生
「
地
方
政
戦
往
来
一
五
愛
知
県
の
巻
各
党
と
も
に

同
十
打
」
（
「
（
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
、
大
正
十
四
年
市
会
議
員
穂
選

挙
・
昭
和
四
年
市
会
議
員
総
選
挙
、
昭
和
六
年
県
会
議
員
総
選
挙
）
」

w
―
し
ハ
ー
ニ
六
五
―
-
)
、
掲
載
誌
は
不
明
。

(85)

『
時
事
公
論
』
第
八
二
号
（
昭
和
七
年
二
月
一
六
日
）
、
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(86)

加
藤
は
昭
和
五
年
に
政
調
会
特
別
委
員
会
で
冨
国
民
負
担
の
軽

減
及
び
其
均
衡
」
委
員
会
委
員
、
六
年
に
政
調
会
理
事
を
務
め
た
。

(87)

第
八
八
号
、
昭
和
八
年
一
月
―
―
十
五
日
、
二
面
。

(88)

前
掲
「
昭
和
恐
慌
と
政
友
会
」
。

(89)

『
時
事
公
論
』
第
五
四
号
（
昭
和
一
一
．
年
―
一
月
―
一
日
）
、
一

1
-
―

面
。
た
だ
し
、
議
事
録
を
見
る
限
り
三
ペ
ー
ジ
程
度
の
や
り
と
り
で

あ
る
。
ま
た
、
人
止
一
五
年
の
朴
烈
事
件
発
覚
後
は
若
槻
内
閣
を
激

し
く
批
判
し
、
田
中
外
交
を
擁
護
し
て
い
る
（
『
時
事
公
論
』
第
六
三

号）。

(90)

『
時
事
公
論
』
第
八
五
号
（
昭
和
七
年
一

0
月
一
日
）
、
一
面
。

(91)

『
時
事
公
論
』
第
九
五
号
（
昭
和
九
年
八
月
一
七
日
）
、
一
ー
：
―

面。
(92)

通
商
擁
護
法
に
関
す
る
記
述
は
秋
谷
紀
男
『
戦
前
期
日
豪
通
商

間
題
と

11
豪
貿
易
』
（
日
本
経
済
評
論
社
、
一

;
0
1
:
―
―
年
）
の
第
一
匹
章

「
一
九
：
一
六
年
豪
州
貿
易
転
換
政
策
と
日
本
の
対
応
」
に
よ
る
。

(93)

加
藤
日
『
中
昭
和
一
四
年
一
月
二
五
日
条
。
ま
た
、
五
月
二
二
日

条
に
は
「
民
政
党
の
応
援
は
相
当
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
)

(94)

『
名
古
屋
時
事
』
第
一
-
―
―
―
＾
五
号
（
昭
和
一
四
年
一
月
一
五
日
）
の

「
新
年
諸
家
に
聴
く
」
で
は
「
興
亜
新
春
の
五
月
会
報
発
刊
に
先
だ
っ

て
、
昨
年
末
会
貝
各
位
よ
り
左
記
要
項
に
て
御
寄
稿
を
御
依
頼
し
た

る
と
こ
ろ
」
と
あ
り
、
市
野
徳
太
郎
が
刊
行
し
て
い
た
同
紙
が
五
月

会
機
関
紙
に
な
っ
た
よ
う
だ
が
、
経
緯
等
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
な

お
、
以

F
特
晶
の
な
い
限
り
、
記
述
は
加
藤
日
記
各
年
に
よ
る
(
)

(95)

『
祈
愛
知
』
昭
和
一
：
一
年
六
月
一
一
日
（
前
掲
「
新
聞
ス
ク
ラ
ッ
プ

棋」

W
―
し
ハ
ー
一
：
．
ぷ
ハ
．
一
）
0會

(96)

五
＿
―
会
は
「
時
事
間
題
を
研
究
討
議
事
時
局
に
関
す
る
認
識
を

明
確
に
す
る
を
以
て

H
的
」
と
し
て
設
立
さ
れ
た
団
体
で
あ
る
（
羅

牛

□
九
一
・
公
の
叫
」
『
名
占
屋
時
事
』
第
一
二
三
五
号
、
昭
和
一
四
年
一

月
一
五

11)
／
ぷ
9
洋
戦
争
敗
戦
後
、
公
職
追
放
か
ら
復
帰
し
た
加
藤

が
五
月
会
を
再
興
す
る
な
か
で
、
支
援
者
か
ら
「
五
月
会
発
展
策
に

就
い
て
h
:：
会
の
如
き
を
組
織
し
た
し
」
と
い
う
申
し
人
れ
を
受
け

て
い
る
こ
と
か
ら
、
五
：
一
会
が
五
月
会
の
別
働
隊
的
組
織
だ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
（
加
藤
日
記
昭
和
二
じ
年
―
一
月
一
九
日
条
、

W
―
六

|
-
：
じ
」
：
＾
）
C

[
付
記
]

本
論
文
の
掲
載
決
定
後
、
中
田
忠
継
『
戦
前
期
中
選
挙
区
制
度
に
お

け
る
選
挙
構
造
と
地
域
政
治
秩
序
ー
千
葉
県
第
一
区
東
葛
飾
郡
と
川
島

止
次
郎
を
中
心
に
ー
』
（
専
修
大
学
提
出
博
士
論
文
、
二

0
一
五
年
）
に

接
し
た
同
論
文
は
川
島
正
次
郎
を
中
心
に
、
千
葉
県
第
一
区
の
候
補

者
逹
が
後
援
会
を
築
く
過
程
を
、
新
間
記
事
や
地
域
博
物
館
等
に
所
蔵

さ
れ
て
い
る
選
拳
関
連
の
印
刷
物
を
用
い
な
が
ら
明
ら
か
に
し
て
い
る
。


